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（  2  ）

『
緑
茶
の
時
代
―
宇
治
・
黄
檗
の
近
世
史
―
』
（
宇
治
文
庫
十
） 

宇
治
市
歴
史
資
料
館 

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
） 

  

◇
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
（
七
ま
で
は
『
収
蔵
文
書
調
査

報
告
書
』
） 

『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
三 

上
林
三
入
家
文
書
』 

宇
治
市
歴 

史
資
料
館 

平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
） 

『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
六 

上
林
春
松
家
文
書
』 

宇
治
市
歴 

史
資
料
館 

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
） 

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
九 

上
林
春
松
家
文
書
二
』 

宇
治
市 

歴
史
資
料
館 

平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
） 

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
十
五 

片
岡
道
二
家
文
書
』 

宇
治
市 

歴
史
資
料
館 

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
） 

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
十
九 

宇
治
茶
の
民
具
』 

宇
治
市
歴 

史
資
料
館 

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
） 

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
十 

宇
治
郷
の
古
文
書
』 

宇
治
市 

歴
史
資
料
館 

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
） 

『
収
蔵
資
料
調
査
報
告
書
二
十
一 

上
林
味
卜
家
文
書
』 

宇
治 

市
歴
史
資
料
館 

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
） 

  

◇
展
覧
会
図
録 

『
宇
治
茶
―
名
所
絵
か
ら
製
茶
図
へ
―
』 

宇
治
市
歴
史
資
料
館 

 

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
） 

『
大
名
と
茶
師
―
三
入
宛
の
書
状
を
中
心
に
―
』 

宇
治
市
歴
史 

資
料
館 

平
成
五
年
（
一
九
九
三
） 

『
宇
治
茶
―
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
成
立
と
展
開
―
』 

宇
治
市
歴 

史
資
料
館 

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
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凡
例 

一 
本
書
は
、
当
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
尾
崎
坊
家
文
書
の
調
査 

報
告
書
で
あ
る
。 

一 

翻
刻
史
料
に
は
、
通
し
番
号
を
付
し
、
目
録
中
の
表
題
と
目 

録
番
号
を
つ
け
た
。 

一 

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
史
料
の
体
裁
を
尊
重
し
つ
つ
も
読
解 

の
便
宜
を
図
る
た
め
、
次
の
要
領
に
よ
っ
た
。 

 

１ 

漢
字
は
常
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
を
用
い
た
。 

 

２ 

異
体
字
や
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
、
適
宜
平
仮
名
、
片
仮 

名
に
改
め
た
が
、
「
江
」
・
「
得
」
・
「
尓
」
・
「
而
」
が
助
詞

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、
お
よ
び
「
而
已
」
は
そ

の
ま
ま
用
い
た
。 

 

３ 

合
字
の
う
ち
ゟ
（
よ
り
）
、
〆
（
し
め
）
は
そ
の
ま
ま
用 

い
た
。 

 

４ 

繰
り
返
し
記
号
は
、
漢
字
の
場
合
は
「
々
」
、
平
仮
名
は 

「
ゝ
」
・
「
ゞ
」
、
片
仮
名
は
「
ヽ
」
・
「
ヾ
」
を
用
い
た
。 

 

５ 

印
章
は
、
実
際
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
は
（
印
）
と
表 

記
し
、
文
字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
原
文
書
の
表
記

に
し
た
が
っ
た
。 

 

６ 

誤
字
等
に
つ
い
て
は
、
正
し
い
文
字
が
明
ら
か
な
場
合 

は
、
（ 

）
を
付
し
て
つ
け
た
。 

 

７ 

挿
入
紙
は
「 

」
を
付
し
て
表
記
し
、
右
側
に
（
挿
入 

紙
）
と
注
記
し
、
本
文
の
最
後
に
掲
載
し
た
。 

 

８ 

原
文
書
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
そ
の
箇 

所
を
□
で
囲
み
、
書
替
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
抹

消
箇
所
の
右
側
に
書
替
文
字
を
「 

」
を
付
け
て
記
し

た
。 

 

９ 

抹
消
文
字
で
判
読
不
能
の
場
合
は
、
■
・
■
■
で
、
欠
損 

文
字
が
あ
る
い
は
判
読
不
能
文
字
が
あ
る
場
合
は
、
□
・

□
□
・[ 

 
]

で
示
し
た
。 

 
 

 

朱
書
・
後
筆
等
は
、
「 

」
で
囲
み
、
そ
の
右
肩
に
（
朱 

書
）
等
と
注
記
し
た
。 

一 

本
書
の
執
筆
・
翻
刻
は
、
坪
内
淳
仁
が
担
当
し
た
。
目
録
に 

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
度
緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
歴
史

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
）
の
成
果
を
も
と
に
調
整
し
た
。 

   
 

１０

解
説 

 

一 

宇
治
御
茶
師
の
概
要 

 
 

 

江
戸
時
代
を
通
し
て
主
と
し
て
幕
府
の
御
茶
御
用
を
勤
め
た
の

が
、
宇
治
の
御
茶
師
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
林
峯
順
家
（
の
ち

門
太
郎
家
、
六
郎
家
と
も
、
上
の
代
官
家
、
以
下
門
太
郎
家
と
記

す
）
と
上
林
竹
庵
家
（
の
ち
又
兵
衛
家
、
下
の
代
官
家
、
以
下
又

兵
衛
家
と
記
す
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
石
と
三
〇
〇
石
を
幕
府

か
ら
宛
て
が
わ
れ
た
武
士
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幕
府
代
官
の
職

に
あ
っ
た
。 

 

彼
ら
は
、
他
の
代
官
と
共
に
山
城
国
を
は
じ
め
と
す
る
上
方
八

ケ
国
の
国
々
を
支
配
し
た
。
こ
の
内
、
門
太
郎
家
は
宇
治
郷
を
含

む
山
城
国
内
の
高
五
、
五
三
一
石
余
及
び
河
内
国
内
の
高
三
、
〇

六
六
石
余
、
合
わ
せ
て
高
八
、
五
九
七
石
余
を
、
又
兵
衛
家
は
山

城
国
内
の
高
三
、
六
三
石
余
、
大
和
国
内
の
高
三
、
四
八
五
石

余
、
摂
津
国
内
の
高
二
、
〇
八
七
石
余
、
近
江
国
内
の
高
五
、
〇

〇
〇
石
、
合
わ
せ
て
高
一
〇
、
九
三
六
石
余
を
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
し

て
い
た
（
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
）
。 

し
か
し
、
両
家
は
、
と
も
に
代
官
職
を
解
任
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
門
太
郎
家
で
は
六
代
・
久
豊
の
時
、
享
保
四
年
（
一

七
一
九
）
に
「
先
祖
よ
り
多
分
の
負
金
あ
る
の
と
こ
ろ
、
年
々
の
上

納
遅
滞
に
を
よ
び
剰
久
豊
も
負
金
あ
る
の
旨
曲
事
の
至
り
な
る
に
よ

り
、
厳
科
に
処
せ
ら
る
べ
し
と
雖
も
宥
免
あ
り
て
改
易
」
（
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
）
、
又
兵
衛
家
で
は
七
代
・
政
武
の
時
、
寛
保
三
年
（
一

七
四
三
）
に
「
手
代
の
も
の
越
度
の
こ
と
あ
る
に
よ
り
、
職
を
奪
わ

れ
閉
門
」
（
同
上
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

両
家
が
代
官
職
を
解
か
れ
た
頃
、
幕
府
御
茶
御
用
に
係
る
支
配

に
つ
い
て
も
、
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
「
宇
治
記
」
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
宇
治
記
」
は
、
明
治
期
に
書
写
さ
れ
た
史
料

で
、
も
と
は
門
太
郎
家
に
伝
来
し
て
い
た
。
表
紙
に
「
文
化
十
酉

（
一
八
一
三
）
年
閏
十
一
月
十
九
日
西
御
役
所
当
番
方
与
力
下
田

菅
五
郎
へ
相
渡
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
十
年
（
一
八
一

三
）
に
京
都
西
町
奉
行
所
与
力
へ
渡
さ
れ
た
扣
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
（
『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
六 

上
林
春
松
家
文
書
』
）
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
三
仲
ケ
間
御
茶
師
之
儀
者
、
慶
長
以
前
よ

り
六
郎
先
代
之
支
配
仕
来
り
候
処
、
享
保
年
中
よ
り
六
郎
・
又
兵

衛
両
人
ニ
而
支
配
仕
候
、
尤
御
茶
師
共
身
分
者
京
都
町
奉
行
支

配
、
御
茶
方
之
儀
者
六
郎
・
又
兵
衛
両
人
支
配
仕
候
」
と
、
慶
長

期
以
前
は
六
郎
家
（
門
太
郎
家
）
の
み
が
御
茶
方
に
係
る
支
配
を

行
っ
て
い
た
が
、
享
保
期
に
な
っ
て
門
太
郎
・
又
兵
衛
両
家
で
そ

の
支
配
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以

降
、
幕
府
の
御
茶
御
用
は
、
両
家
を
中
心
と
し
て
、
御
物
御
茶

師
、
御
袋
御
茶
師
、
御
通
御
茶
師
の
三
つ
の
仲
間
（
三
仲
ケ
間
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 

御
物
御
茶
師
は
、
将
軍
直
用
の
茶
を
は
じ
め
、
将
軍
か
ら
朝
廷

へ
献
上
す
る
茶
、
東
照
宮
や
徳
川
将
軍
家
の
先
祖
・
歴
代
将
軍
の



（  5  ）

解
説 

 

一 

宇
治
御
茶
師
の
概
要 

 
 

 

江
戸
時
代
を
通
し
て
主
と
し
て
幕
府
の
御
茶
御
用
を
勤
め
た
の

が
、
宇
治
の
御
茶
師
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
上
林
峯
順
家
（
の
ち

門
太
郎
家
、
六
郎
家
と
も
、
上
の
代
官
家
、
以
下
門
太
郎
家
と
記

す
）
と
上
林
竹
庵
家
（
の
ち
又
兵
衛
家
、
下
の
代
官
家
、
以
下
又

兵
衛
家
と
記
す
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
石
と
三
〇
〇
石
を
幕
府

か
ら
宛
て
が
わ
れ
た
武
士
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
幕
府
代
官
の
職

に
あ
っ
た
。 

 

彼
ら
は
、
他
の
代
官
と
共
に
山
城
国
を
は
じ
め
と
す
る
上
方
八

ケ
国
の
国
々
を
支
配
し
た
。
こ
の
内
、
門
太
郎
家
は
宇
治
郷
を
含

む
山
城
国
内
の
高
五
、
五
三
一
石
余
及
び
河
内
国
内
の
高
三
、
〇

六
六
石
余
、
合
わ
せ
て
高
八
、
五
九
七
石
余
を
、
又
兵
衛
家
は
山

城
国
内
の
高
三
、
六
三
石
余
、
大
和
国
内
の
高
三
、
四
八
五
石

余
、
摂
津
国
内
の
高
二
、
〇
八
七
石
余
、
近
江
国
内
の
高
五
、
〇

〇
〇
石
、
合
わ
せ
て
高
一
〇
、
九
三
六
石
余
を
そ
れ
ぞ
れ
管
轄
し

て
い
た
（
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
）
。 

し
か
し
、
両
家
は
、
と
も
に
代
官
職
を
解
任
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
、
門
太
郎
家
で
は
六
代
・
久
豊
の
時
、
享
保
四
年
（
一

七
一
九
）
に
「
先
祖
よ
り
多
分
の
負
金
あ
る
の
と
こ
ろ
、
年
々
の
上

納
遅
滞
に
を
よ
び
剰
久
豊
も
負
金
あ
る
の
旨
曲
事
の
至
り
な
る
に
よ

り
、
厳
科
に
処
せ
ら
る
べ
し
と
雖
も
宥
免
あ
り
て
改
易
」
（
『
寛
政
重

修
諸
家
譜
』
）
、
又
兵
衛
家
で
は
七
代
・
政
武
の
時
、
寛
保
三
年
（
一

七
四
三
）
に
「
手
代
の
も
の
越
度
の
こ
と
あ
る
に
よ
り
、
職
を
奪
わ

れ
閉
門
」
（
同
上
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

両
家
が
代
官
職
を
解
か
れ
た
頃
、
幕
府
御
茶
御
用
に
係
る
支
配

に
つ
い
て
も
、
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
「
宇
治
記
」
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
宇
治
記
」
は
、
明
治
期
に
書
写
さ
れ
た
史
料

で
、
も
と
は
門
太
郎
家
に
伝
来
し
て
い
た
。
表
紙
に
「
文
化
十
酉

（
一
八
一
三
）
年
閏
十
一
月
十
九
日
西
御
役
所
当
番
方
与
力
下
田

菅
五
郎
へ
相
渡
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
十
年
（
一
八
一

三
）
に
京
都
西
町
奉
行
所
与
力
へ
渡
さ
れ
た
扣
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
（
『
収
蔵
文
書
調
査
報
告
書
六 

上
林
春
松
家
文
書
』
）
。 

 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
三
仲
ケ
間
御
茶
師
之
儀
者
、
慶
長
以
前
よ

り
六
郎
先
代
之
支
配
仕
来
り
候
処
、
享
保
年
中
よ
り
六
郎
・
又
兵

衛
両
人
ニ
而
支
配
仕
候
、
尤
御
茶
師
共
身
分
者
京
都
町
奉
行
支

配
、
御
茶
方
之
儀
者
六
郎
・
又
兵
衛
両
人
支
配
仕
候
」
と
、
慶
長

期
以
前
は
六
郎
家
（
門
太
郎
家
）
の
み
が
御
茶
方
に
係
る
支
配
を

行
っ
て
い
た
が
、
享
保
期
に
な
っ
て
門
太
郎
・
又
兵
衛
両
家
で
そ

の
支
配
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
以

降
、
幕
府
の
御
茶
御
用
は
、
両
家
を
中
心
と
し
て
、
御
物
御
茶

師
、
御
袋
御
茶
師
、
御
通
御
茶
師
の
三
つ
の
仲
間
（
三
仲
ケ
間
）

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。 

 

御
物
御
茶
師
は
、
将
軍
直
用
の
茶
を
は
じ
め
、
将
軍
か
ら
朝
廷

へ
献
上
す
る
茶
、
東
照
宮
や
徳
川
将
軍
家
の
先
祖
・
歴
代
将
軍
の
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霊
廟
へ
奉
納
す
る
御
茶
な
ど
を
調
進
す
る
役
割
を
も
っ
た
御
茶
師

で
、
宇
治
御
茶
師
の
う
ち
最
も
格
の
高
い
地
位
に
あ
っ
た
。
元
禄

年
間
に
は
、
上
林
味
卜
、
上
林
春
松
、
上
林
平
入
、
長
井
貞
甫
、

酒
多
宗
有
、
尾
崎
坊
有
庵
、
星
野
宗
以
、
上
林
三
入
、
堀
貞
朔
、

長
井
宗
味
、
辻
善
貞
の
十
一
家
が
あ
り
、
以
後
幕
末
に
い
た
っ
て

い
る
。 

 

御
袋
御
茶
師
は
、
大
坂
夏
の
陣
直
後
に
、
徳
川
家
戦
勝
祝
い
の

新
茶
二
袋
を
献
上
し
た
と
い
う
い
わ
れ
を
も
つ
九
家
の
御
茶
師
か

ら
な
り
、
江
戸
城
内
の
東
照
宮
へ
奉
納
す
る
御
茶
、
将
軍
家
雑
用

の
御
茶
、
大
御
所
な
ど
の
雑
用
の
御
茶
を
調
進
し
た
。
戦
勝
祝
い

に
茶
を
献
じ
た
九
家
は
、
上
林
牛
加
、
堀
真
朔
、
長
茶
宗
味
、
満

田
宗
閑
、
山
田
祐
竹
、
長
井
仙
斎
、
祝
甚
兵
衛
、
八
嶋
宗
応
、
吉

村
道
与
で
あ
っ
た
が
、
絶
家
等
の
変
遷
が
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期

に
は
当
初
か
ら
の
上
林
牛
加
、
八
嶋
宗
応
の
ほ
か
、
上
林
道
庵
、

堀
正
法
、
木
村
宗
二
、
佐
野
道
意
、
竹
田
紹
旦
、
竹
田
紹
清
、
竹

多
道
雲
の
九
家
が
、
御
袋
御
茶
師
仲
ヶ
間
を
構
成
し
て
い
た
。 

 

御
通
御
茶
師
は
、
本
能
寺
の
変
に
際
し
て
徳
川
家
康
を
木
津
川

河
畔
か
ら
信
楽
ま
で
道
案
内
し
、
「
無
事
御
通
り
あ
そ
ば
さ
れ

た
」
と
の
意
味
で
名
付
け
ら
れ
た
御
茶
師
で
、
幕
府
雑
用
の
御
茶

を
調
進
し
た
。
御
通
御
茶
師
は
、
廃
業
・
絶
家
が
著
し
く
相
次

ぎ
、
激
し
い
変
遷
が
あ
っ
た
が
、
文
化
期
の
後
期
に
な
る
と
、
片

岡
道
二
、
西
村
了
以
、
河
村
宗
順
、
橋
本
玄
可
、
馬
場
宗
圓
、
森

本
道
加
、
喜
多
立
玄
、
菱
木
宗
見
、
新
長
左
衛
門
、
宮
林
有
斎
、

梅
林
宗
雪
、
森
江
宗
左
衛
門
、
永
田
七
郎
衛
門
の
十
三
家
が
あ
っ

た
（
『
宇
治
市
史
三
』
）
。 

こ
れ
ら
宇
治
の
御
茶
師
達
は
、
幕
府
の
御
茶
御
用
を
勤
め
る
ば

か
り
で
な
く
、
各
大
名
家
や
公
家
な
ど
の
御
茶
御
用
も
勤
め
て
い

た
。
こ
の
内
、
尾
崎
坊
家
は
上
林
春
松
家
と
と
も
に
、
尾
張
徳
川

家
の
御
茶
御
用
を
勤
め
て
い
た
。 

一
方
、
御
茶
師
は
門
太
郎
家
の
代
官
解
任
の
理
由
に
も
な
っ
て

い
た
ご
と
く
、
江
戸
時
代
初
期
か
ら
経
済
的
に
困
窮
し
、
幕
府
お

よ
び
各
大
名
家
か
ら
膨
大
な
借
金
を
し
て
い
た
。
借
金
は
、
御
茶

料
の
前
借
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
そ
の
返
済
は
、
幕
末
に
ま
で
お

よ
ん
だ
。
例
え
ば
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
、
御
物
御
茶
師
八

名
は
幕
府
に
対
し
金
二
、
一
〇
〇
両
の
借
金
を
し
た
が
、
そ
の
返

済
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
～
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

ま
で
の
五
十
一
年
間
で
金
二
〇
四
両
の
年
賦
返
済
で
あ
っ
た
。 

困
窮
の
原
因
は
、
宇
治
川
氾
濫
等
の
災
害
に
よ
り
茶
の
収
穫
量

が
減
少
し
た
こ
と
、
茶
薗
売
却
額
が
減
少
し
た
こ
と
等
で
あ
る

が
、
最
大
の
理
由
は
、
諸
物
価
が
高
騰
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
御
茶
の
価
格
の
み
が
、
江
戸
時
代
初
期
の
寛
永
十
九
年
（
一

六
四
二
）
に
制
定
さ
れ
た
額
の
ま
ま
で
あ
り
、
諸
大
名
家
が
買
上

げ
る
御
茶
壷
の
数
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
（
『
宇
治
市
史
３
』
）
。 

 
二 
尾
崎
坊
家
の
由
緒
と
尾
張
藩 

 
 

 

尾
崎
坊
家
は
、
代
々
「
有
庵
」
を
名
の
り
、
城
州
久
世
郡
宇
治

郷
新
町
に
居
住
し
た
。
元
祖
は
、
城
州
久
世
郡
南
白
川
村
金
色
院

別
生
寺
白
山
社
別
当
職
尾
崎
坊
権
大
僧
都
法
印
栄
教
と
す
る
。
翻

刻
史
料
一
に
よ
る
と
、
幕
府
へ
の
御
茶
御
用
は
、
「
於
白
川
村
御

茶
製
仕
罷
在
候
処
永
禄
年
中
権
現
様
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
其
後

依
上
意
宇
治
表
へ
引
越
御
茶
御
用
相
務
申
候
」
と
初
代
・
永
教
の

代
に
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
、
尾
崎
坊
家
で
は
代
々
「
有
庵
」
を
名

の
る
が
、
こ
の
「
有
庵
」
と
い
う
名
は
、
初
代
の
頃
か
ら
で
あ

り
、
こ
れ
は
「
織
田
有
楽
斎
御
熟
意
ニ
而
御
名
之
二
字
被
下
尾
崎

有
庵
と
相
改
申
候
」
と
、
織
田
有
楽
斎
か
ら
の
拝
領
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
二
代
・
秀
栄
以
降
は
、
苗
字
を
「
尾
崎
」
と
名
乗
っ

て
い
た
が
、
七
代
の
頃
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
か
ら
先

祖
の
如
く
「
尾
崎
坊
」
に
改
姓
し
た
と
い
う
。
以
下
、
十
代
ま
で

の
歴
代
に
つ
い
て
、
概
略
を
記
す
。 

 

初
代 

永
教 

久
世
郡
白
川
村
に
お
い
て
茶
仕
立
て
、
宇
治
に 

引
移
る 

尾
崎
坊
有
庵
と
改
名
し
、
慶
長
十
年
（
一
六

〇
五
）
五
月
病
死 

二
代 

秀
栄 

永
教
実
子 

尾
崎
有
庵
と
名
字
を
改
め
、
慶
長 

十
七
年
（
一
六
一
二
）
病
死 

三
代 

宗
徳 

二
代
有
庵
の
実
子
で
、
妻
は
上
林
竹
庵
二
代
の 

娘 

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
病
死 

四
代 

主
静 

杉
田
九
兵
衛
二
男 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
） 

に
隠
居
し
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
十
月
十
三
日

病
死 

五
代 

主
明 

後
貞
閑 

四
代
有
庵
の
実
子
で
、
妻
は
京
都
中 

田
三
郎
右
衛
門
の
娘
・
セ
ツ 

元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
名
跡
を
相
続
し
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
隠

居
、
同
年
九
月
二
十
六
日
病
死 

六
代 

主
長 

後
泰
亮 

五
代
有
庵
の
実
子
・
立
賢
の
実
子 

 

妻
は
京
医
師
法
橋
名
雪
昌
賢
の
娘
で
、
寛
保
三
年
（
一

七
四
三
）
名
跡
相
続 

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
一

月
に
隠
居
し
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
病
死

（
天
明
元
、
二
年
と
も
） 

七
代 

杉
田
清
兵
衛
長
男 

妻
は
京
都
西
本
願
寺
家
中
松
川
壱 

岐
の
娘
・
磯 

明
和
元
年
に
名
跡
を
相
続
し
、
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）
二
月
尾
崎
坊
と
改
姓
、
同
年
隠
居 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
二
月
卒
か 

八
代 

主
重 

七
代
有
庵
の
実
子 

妻
は
宇
治
御
茶
師
菱
木
宗 

見
の
娘 

寛
政
四
年
に
名
跡
を
相
続
し
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
正
月
卒
か 

九
代 

主
文 

八
代
有
庵
の
実
子 

妻
は
京
都
近
衛
家
太
夫
北 

小
路
近
江
守
息
女
・
孝 

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十

一
月
卒
か 

十
代 

主
信 

九
代
有
庵
の
実
子 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
） 

正
月
卒
か 

 

 

先
に
も
記
し
た
が
、
尾
崎
坊
家
は
同
じ
く
御
物
御
茶
師
で
あ
っ

た
上
林
春
松
家
と
と
も
に
、
幕
府
だ
け
で
な
く
、
尾
張
徳
川
家
へ

の
御
茶
御
用
を
勤
め
た
。
翻
刻
史
料
一
に
よ
る
と
、
尾
崎
坊
家
の

尾
張
藩
御
茶
御
用
の
は
じ
ま
り
は
、
「
尾
州
様
江
御
出
入
仕
候
儀

は
相
応
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以
御
用
被
為 

仰
付
」
と
「
相
応
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別
生
寺
白
山
社
別
当
職
尾
崎
坊
権
大
僧
都
法
印
栄
教
と
す
る
。
翻

刻
史
料
一
に
よ
る
と
、
幕
府
へ
の
御
茶
御
用
は
、
「
於
白
川
村
御

茶
製
仕
罷
在
候
処
永
禄
年
中
権
現
様
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
其
後

依
上
意
宇
治
表
へ
引
越
御
茶
御
用
相
務
申
候
」
と
初
代
・
永
教
の

代
に
は
じ
ま
っ
た
。
ま
た
、
尾
崎
坊
家
で
は
代
々
「
有
庵
」
を
名

の
る
が
、
こ
の
「
有
庵
」
と
い
う
名
は
、
初
代
の
頃
か
ら
で
あ

り
、
こ
れ
は
「
織
田
有
楽
斎
御
熟
意
ニ
而
御
名
之
二
字
被
下
尾
崎

有
庵
と
相
改
申
候
」
と
、
織
田
有
楽
斎
か
ら
の
拝
領
で
あ
っ
た
。 

そ
の
後
、
二
代
・
秀
栄
以
降
は
、
苗
字
を
「
尾
崎
」
と
名
乗
っ

て
い
た
が
、
七
代
の
頃
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
二
月
か
ら
先

祖
の
如
く
「
尾
崎
坊
」
に
改
姓
し
た
と
い
う
。
以
下
、
十
代
ま
で

の
歴
代
に
つ
い
て
、
概
略
を
記
す
。 

 

初
代 

永
教 

久
世
郡
白
川
村
に
お
い
て
茶
仕
立
て
、
宇
治
に 

引
移
る 

尾
崎
坊
有
庵
と
改
名
し
、
慶
長
十
年
（
一
六

〇
五
）
五
月
病
死 

二
代 

秀
栄 

永
教
実
子 

尾
崎
有
庵
と
名
字
を
改
め
、
慶
長 

十
七
年
（
一
六
一
二
）
病
死 

三
代 

宗
徳 

二
代
有
庵
の
実
子
で
、
妻
は
上
林
竹
庵
二
代
の 

娘 

寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
四
月
病
死 

四
代 

主
静 

杉
田
九
兵
衛
二
男 

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
） 

に
隠
居
し
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
十
月
十
三
日

病
死 

五
代 

主
明 

後
貞
閑 

四
代
有
庵
の
実
子
で
、
妻
は
京
都
中 

田
三
郎
右
衛
門
の
娘
・
セ
ツ 

元
禄
八
年
（
一
六
九

五
）
名
跡
を
相
続
し
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
に
隠

居
、
同
年
九
月
二
十
六
日
病
死 

六
代 

主
長 

後
泰
亮 

五
代
有
庵
の
実
子
・
立
賢
の
実
子 

 

妻
は
京
医
師
法
橋
名
雪
昌
賢
の
娘
で
、
寛
保
三
年
（
一

七
四
三
）
名
跡
相
続 

明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
一

月
に
隠
居
し
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
七
月
病
死

（
天
明
元
、
二
年
と
も
） 

七
代 

杉
田
清
兵
衛
長
男 

妻
は
京
都
西
本
願
寺
家
中
松
川
壱 

岐
の
娘
・
磯 

明
和
元
年
に
名
跡
を
相
続
し
、
寛
政
四

年
（
一
七
九
二
）
二
月
尾
崎
坊
と
改
姓
、
同
年
隠
居 

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
二
月
卒
か 

八
代 

主
重 

七
代
有
庵
の
実
子 

妻
は
宇
治
御
茶
師
菱
木
宗 

見
の
娘 

寛
政
四
年
に
名
跡
を
相
続
し
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
正
月
卒
か 

九
代 

主
文 

八
代
有
庵
の
実
子 

妻
は
京
都
近
衛
家
太
夫
北 

小
路
近
江
守
息
女
・
孝 

天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十

一
月
卒
か 

十
代 

主
信 

九
代
有
庵
の
実
子 

安
政
五
年
（
一
八
五
八
） 

正
月
卒
か 

 

 
先
に
も
記
し
た
が
、
尾
崎
坊
家
は
同
じ
く
御
物
御
茶
師
で
あ
っ

た
上
林
春
松
家
と
と
も
に
、
幕
府
だ
け
で
な
く
、
尾
張
徳
川
家
へ

の
御
茶
御
用
を
勤
め
た
。
翻
刻
史
料
一
に
よ
る
と
、
尾
崎
坊
家
の

尾
張
藩
御
茶
御
用
の
は
じ
ま
り
は
、
「
尾
州
様
江
御
出
入
仕
候
儀

は
相
応
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以
御
用
被
為 

仰
付
」
と
「
相
応
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院
」
に
よ
る
取
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
す
。
相
応
院
（
お
亀
の

方
）
は
、
尾
張
徳
川
家
初
代
・
義
直
の
実
母
で
あ
り
、
そ
の
父
は

石
清
水
八
幡
宮
社
家
・
志
水
宗
清
で
あ
っ
た
。 

 

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
家
康
の
側
室
と
な
っ
た
相
応
院

は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
大
坂
城
西
ノ
丸
に
お
い
て
九

男
・
義
直
を
生
み
、
義
直
は
同
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
尾
張
藩

主
と
な
る
。 

ま
た
、
家
康
の
側
室
と
な
る
以
前
、
相
応
院
は
八
幡
山
に
居
住

し
て
い
た
竹
腰
正
時
に
嫁
ぎ
、
天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）
に
正

信
を
生
ん
で
い
る
。
こ
の
正
信
は
の
ち
に
家
康
に
仕
え
、
弟
の
義

直
が
尾
張
藩
主
と
な
っ
た
際
に
家
康
に
よ
っ
て
義
直
に
付
属
さ
せ

ら
れ
、
尾
張
国
内
に
お
い
て
一
万
石
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
同
十
七
年
（
一
六
一
二
）
、
成
瀬
正
成
と
と
も
に
「
両
家
年

寄
」
と
称
せ
ら
れ
る
尾
張
藩
最
高
職
に
就
任
し
て
義
直
を
補
佐

し
、
尾
張
藩
執
政
と
し
て
尾
張
領
国
の
統
治
を
行
う
の
で
あ
っ

た
。 

 

さ
ら
に
相
応
院
の
兄
で
あ
る
志
水
忠
宗
も
家
康
に
仕
え
、
慶
長

五
年
の
会
津
上
杉
征
伐
や
関
ヶ
原
の
合
戦
に
従
事
し
、
そ
の
後
は

山
城
代
官
と
な
っ
た
。
忠
宗
も
、
甥
の
義
直
が
尾
張
藩
主
と
な
る

と
義
直
に
属
し
て
尾
張
へ
移
住
し
、
成
瀬
・
竹
腰
の
両
家
年
寄
を

補
佐
し
て
藩
政
の
中
枢
を
担
う
「
万
石
以
上
」
と
称
せ
ら
れ
る
重

臣
の
一
人
と
な
る
の
で
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
尾
崎
坊
家
が
、
尾
張
藩
の
御
茶
御
用
を
担
う
き
っ

か
け
と
な
っ
た
相
応
院
は
、
義
直
だ
け
で
な
く
、
竹
腰
正
信
や
志

水
忠
宗
と
い
っ
た
尾
張
藩
重
臣
と
の
繋
が
り
を
持
つ
人
物
で
も
あ

っ
た
。 

 

で
は
、
尾
崎
坊
家
と
相
応
院
と
の
接
点
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
翻
刻
史
料
二
に
よ
れ
ば
、
「
先
祖
永
（
教
）
姉
華

月
院
殿
事
城
州
八
幡 

志
水
家
へ
嫁
付 

相
応
院
様
を
出
生 

其

後
右
華
月
院
御
由
緒
有
之
候
付 

相
応
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以 

尾
州
様
へ
御
出
入
仕
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
」
（
便
宜
上
、
本
文

中
の
見
消
は
省
略
し
た
）
と
、
尾
崎
坊
家
初
代
・
永
教
の
姉
で
あ

っ
た
華
月
院
が
、
志
水
家
に
嫁
ぎ
、
相
応
院
を
産
ん
だ
こ
と
に
よ

る
と
い
う
。 

し
か
し
、
尾
崎
坊
家
が
記
す
こ
の
由
緒
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時

代
に
お
い
て
も
、
志
水
家
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
お
そ
ら
く
志
水
家
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
翻
刻
史
料
三
の
「
花

月
院
殿
事
、
其
御
家
ゟ
直
ニ
当
家
江
被
嫁
附
候
旨
ニ
相
見
候
え
と

も
、
当
家
旧
記
と
ハ
致
相
違
候
、
就
夫
右
御
書
面
之
趣
ハ
、
其
御

元
之
御
旧
記
等
ニ
有
之
候
哉
、
并
永
教
殿
事
ハ
八
幡
田
中
家
ゟ
其

御
家
御
相
続
之
訳
ニ
ハ
無
之
哉
」
と
の
問
い
合
わ
せ
か
ら
も
う
か

が
え
る
。 

 

尾
張
藩
へ
の
出
入
を
め
ぐ
る
相
応
院
と
の
由
緒
の
真
意
は
と
も

か
く
、
尾
崎
坊
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
尾
張
藩
の
御
茶
御
用

を
勤
め
た
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
、
五
代
・
主
明
の
代
に
は
「
時

服
」
や
「
羽
織
」
を
、
六
代
・
主
長
の
代
に
は
、
「
御
庭
焼
鶴
首

肩
衝
」
等
を
尾
張
藩
よ
り
拝
領
し
て
い
る
。
ま
た
、
九
代
・
主
文

の
隠
居
に
伴
い
、
十
代
・
主
信
が
跡
目
相
続
に
係
る
記
述
を
ま
と

め
た
「
弘
化
二
年
主
文
隠
居
主
信
跡
相
続
願
之
通
蒙
仰
候
ニ
付
御

所
向
始
諸
侯
方
へ
差
出
願
書
之
扣
」
（
目
録
番
号
５
１
）
に
は
、

主
文
が
尾
張
藩
へ
提
出
し
た
願
書
が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
私

代
ニ
至
り
文
政
十
二
年
巳
四
月
御
扶
持
三
人
分
被
下
置
」
と
、
尾

張
藩
か
ら
三
人
扶
持
が
、
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
こ
の
三
人
扶
持
は
、
主
信
へ
相
続
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

主
文
一
代
切
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

三 

尾
張
藩
の
御
茶
御
用 

 

（
一
）
江
戸
時
代
初
期
の
尾
張
藩
御
茶
御
用 

  

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
ま

で
、
尾
張
藩
の
御
茶
御
用
に
つ
い
て
、
御
茶
壷
の
銘
と
総
数
等
が

書
き
上
げ
ら
れ
た
「
大
法
御
茶
壷
宇
治
ニ
而
詰
ル
書
附
年
々
寄
数

増
減
御
届
候
」
（
『
名
古
屋
市
史
風
俗
編
』
所
収
）
と
い
う
資
料
に

よ
る
と
、
寛
文
元
年
は
御
茶
詰
し
た
御
茶
壷
の
「
惣
数
三
拾
」

個
、
同
様
に
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
、
同
三
年
（
一
六
六
三
）

で
は
「
御
壺
数
弐
拾
六
」
個
、
同
四
年
（
一
六
六
四
）
は
「
御
壺

数
弐
拾
五
」
個
等
と
、
寛
文
期
か
ら
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に

か
け
て
、
約
二
十
個
以
上
の
御
茶
壷
に
御
茶
が
詰
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
御
茶
壷
は
、
「
志
賀
」
、
「
夕
立
」
、
「
橋

姫
」
な
ど
と
い
っ
た
銘
の
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
御
茶
詰
も
「
春

松
」
、
「
有
庵
」
の
ほ
か
、
「
峰
順
」
（
上
林
峯
順
）
、
「
竹
庵
」
、
「
星

野
」
な
ど
、
複
数
の
御
茶
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
尾
張
藩
の
御
茶
詰
が
、
数
人
の

御
茶
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
御
茶
詰
す
る
御
茶
壷
も
銘
の
あ
る
御

茶
壷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。 

し
か
し
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
以
降
に
な
る
と
、 

 （
前
略
） 

一
享
保
八
年
卯 

 
 

 
 

中
川
宗
伴 

橋
姫 

 
 

上
林
又
兵
衛 

新
壺
三
ッ 

春
松 

新
壺
三
ッ 

有
庵 

一
享
保
十
年
巳 

 
 

 
 

中
川
宗
伴 

手
鞠 

 
 

上
林
又
兵
衛 

新
壺
三
ッ 

春
松 

同
断 

 
 

有
庵 

一
享
保
十
一
年
午 

 
 

 

中
川
宗
伴 

松
花 

 
 

 
 

 

上
林
又
兵
衛 

橋
姫 

新
壺
三
ッ 

春
松 

同
断 

 
 

有
庵 

（
後
略
） 

 

と
、
御
茶
詰
し
た
御
茶
壷
の
数
が
、
合
計
七
～
八
個
へ
と
激
減
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
御
茶
詰
を
行
う
御
茶
師
も
「
上
林
又
兵

衛
」
、
「
春
松
」
、
「
有
庵
」
の
三
人
と
な
り
、
「
手
鞠
」
、
「
松
花
」
、

「
橋
姫
」
と
い
う
銘
の
つ
い
た
御
茶
壷
に
は
又
兵
衛
が
、
「
新
壺
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主
文
が
尾
張
藩
へ
提
出
し
た
願
書
が
記
載
さ
れ
、
そ
こ
に
は
「
私

代
ニ
至
り
文
政
十
二
年
巳
四
月
御
扶
持
三
人
分
被
下
置
」
と
、
尾

張
藩
か
ら
三
人
扶
持
が
、
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
こ
の
三
人
扶
持
は
、
主
信
へ
相
続
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、

主
文
一
代
切
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

三 

尾
張
藩
の
御
茶
御
用 

 

（
一
）
江
戸
時
代
初
期
の
尾
張
藩
御
茶
御
用 

  

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
か
ら
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
ま

で
、
尾
張
藩
の
御
茶
御
用
に
つ
い
て
、
御
茶
壷
の
銘
と
総
数
等
が

書
き
上
げ
ら
れ
た
「
大
法
御
茶
壷
宇
治
ニ
而
詰
ル
書
附
年
々
寄
数

増
減
御
届
候
」
（
『
名
古
屋
市
史
風
俗
編
』
所
収
）
と
い
う
資
料
に

よ
る
と
、
寛
文
元
年
は
御
茶
詰
し
た
御
茶
壷
の
「
惣
数
三
拾
」

個
、
同
様
に
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
、
同
三
年
（
一
六
六
三
）

で
は
「
御
壺
数
弐
拾
六
」
個
、
同
四
年
（
一
六
六
四
）
は
「
御
壺

数
弐
拾
五
」
個
等
と
、
寛
文
期
か
ら
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に

か
け
て
、
約
二
十
個
以
上
の
御
茶
壷
に
御
茶
が
詰
め
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
御
茶
壷
は
、
「
志
賀
」
、
「
夕
立
」
、
「
橋

姫
」
な
ど
と
い
っ
た
銘
の
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
御
茶
詰
も
「
春

松
」
、
「
有
庵
」
の
ほ
か
、
「
峰
順
」
（
上
林
峯
順
）
、
「
竹
庵
」
、
「
星

野
」
な
ど
、
複
数
の
御
茶
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

は
、
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
尾
張
藩
の
御
茶
詰
が
、
数
人
の

御
茶
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
御
茶
詰
す
る
御
茶
壷
も
銘
の
あ
る
御

茶
壷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。 

し
か
し
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
以
降
に
な
る
と
、 

 （
前
略
） 

一
享
保
八
年
卯 

 
 

 
 

中
川
宗
伴 

橋
姫 

 
 

上
林
又
兵
衛 

新
壺
三
ッ 

春
松 

新
壺
三
ッ 

有
庵 

一
享
保
十
年
巳 

 
 

 
 

中
川
宗
伴 

手
鞠 

 
 

上
林
又
兵
衛 

新
壺
三
ッ 

春
松 

同
断 

 
 

有
庵 

一
享
保
十
一
年
午 

 
 

 

中
川
宗
伴 

松
花 

 
 

 
 

 

上
林
又
兵
衛 

橋
姫 

新
壺
三
ッ 

春
松 

同
断 

 
 

有
庵 

（
後
略
） 

 
と
、
御
茶
詰
し
た
御
茶
壷
の
数
が
、
合
計
七
～
八
個
へ
と
激
減
し

て
い
っ
た
。
ま
た
、
御
茶
詰
を
行
う
御
茶
師
も
「
上
林
又
兵

衛
」
、
「
春
松
」
、
「
有
庵
」
の
三
人
と
な
り
、
「
手
鞠
」
、
「
松
花
」
、

「
橋
姫
」
と
い
う
銘
の
つ
い
た
御
茶
壷
に
は
又
兵
衛
が
、
「
新
壺
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三
ッ
」
に
は
、
春
松
、
有
庵
が
そ
れ
ぞ
れ
御
茶
詰
す
る
と
い
う
形

式
と
な
っ
た
。 

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
幕
府
に
よ
る
享
保
の
改
革
が

影
響
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
享
保
八
年
、
幕
府
は
江
戸
か
ら

宇
治
へ
運
ぶ
御
茶
壷
を
三
個
と
し
、
御
茶
壷
道
中
な
ど
に
関
わ
る

諸
経
費
の
削
減
を
は
か
っ
た
（
『
宇
治
市
史
３
』
）
。 

尾
張
藩
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
藩
財
政
が
窮
乏
化

し
て
お
り
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
六
代
藩
主
と
な
っ
た
継

友
に
よ
る
行
政
改
革
が
行
わ
れ
て
い
く
時
期
で
あ
っ
た
。 

継
友
は
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
倹
約
用
掛
を
設
置
し
、

享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
、
同
八
年
（
一
七
二
三
）
、
同
九
年
（
一

七
二
四
）
、
同
十
年
（
一
七
二
五
）
と
、
倹
約
令
を
発
令
し
た
。

ま
た
、
同
七
年
（
一
七
二
二
）
に
は
、
大
監
察
、
勝
手
方
吟
味

役
、
博
痴
目
付
、
同
八
年
に
は
、
中
奥
番
、
川
並
足
軽
頭
、
同
九

年
に
は
、
大
道
奉
行
な
ど
と
い
っ
た
十
七
の
官
職
を
廃
止
し
た
ほ

か
、
同
十
一
年
（
一
七
二
六
）
に
木
曽
材
木
奉
行
、
同
十
二
年

（
一
七
二
七
）
に
は
杁
奉
行
な
ど
を
新
設
す
る
な
ど
、
積
極
的
な

改
革
を
行
っ
た
（
『
名
古
屋
叢
書
三
編 

第
二
巻 

尾
藩
世
紀

上
』
）
。 

こ
う
し
た
点
を
鑑
み
る
と
、
御
茶
詰
の
省
略
も
、
単
に
幕
府
の

政
策
に
追
随
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
継
友
に
よ
る
行
財
政

改
革
の
一
環
と
し
て
、
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

ち
な
み
に
、
尾
崎
坊
家
に
お
け
る
尾
張
藩
御
茶
御
用
の
由
緒
に

つ
い
て
は
先
に
み
た
が
、
春
松
家
の
場
合
は
、
蜂
須
賀
正
勝
が
初

代
春
松
を
尾
張
藩
に
推
挙
し
た
こ
と
に
よ
る
（
『
収
蔵
文
書
調
査

報
告
書
六 

上
林
春
松
家
文
書
』
）
。
春
松
家
で
は
尾
張
藩
の
ほ

か
、
阿
波
蜂
須
賀
家
の
御
茶
御
用
も
勤
め
て
い
た
が
、
初
代
春

松
、
蜂
須
賀
正
勝
、
尾
張
徳
川
家
の
三
者
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
て
、
正
勝
が
初
代
春
松
を
尾
張
藩
に
取
り
成
し
た
の
か
は
明

確
で
は
な
い
。 

 

（
二
）
尾
張
藩
御
茶
御
用
の
概
要 

 

宇
治
で
行
わ
れ
る
御
茶
詰
は
、
当
然
、
幕
府
の
御
茶
詰
が
中
心

で
、
宇
治
に
御
茶
壷
が
搬
入
さ
れ
て
く
る
の
も
幕
府
が
最
初
で
あ

り
、
御
茶
詰
が
行
わ
れ
る
の
も
幕
府
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
各
大
名
家
や
、
公
家
な
ど
の
御
茶
詰
は
、
幕
府
の
御
用
が
終
わ

ら
な
け
れ
ば
、
行
わ
れ
な
い
こ
と
が
基
本
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
御

三
家
で
あ
る
尾
張
藩
と
い
え
ど
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
尾
張
藩
の
場
合
は
、
幕
府
の
御
茶
壷
が
宇
治
へ
到
着

し
た
翌
日
に
尾
張
藩
の
御
茶
壷
が
宇
治
入
り
し
た
り
、
御
茶
詰
も

幕
府
の
御
茶
詰
が
終
了
す
る
と
、
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
り
と
、
幕
府

に
次
ぐ
格
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

尾
張
藩
の
御
茶
詰
は
記
録
に
よ
り
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ

で
は
「
文
化
六
年
当
番
尾
州
御
茶
詰
并
勤
方
記
録
」
（
上
林
春
松

家
文
書
）
を
中
心
に
、
そ
の
様
子
を
み
て
ゆ
く
。
以
下
、
特
に
注

が
な
い
か
ぎ
り
は
、
こ
の
史
料
に
よ
る
。 

ま
た
、
こ
の
中
で
登
場
す
る
尾
張
藩
御
数
寄
屋
頭
は
、
末
永
柳

慶
と
い
っ
た
。
文
化
期
に
お
け
る
尾
張
藩
御
数
寄
屋
頭
は
、
こ
の

末
永
の
ほ
か
、
平
尾
数
也
、
沖
休
傳
で
あ
り
、
彼
ら
は
御
茶
壷
に

同
道
し
て
宇
治
へ
上
っ
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
略
歴
を
紹
介
す
る
と
、
末
永
柳
慶
は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
十
月
十
三
日
に
御
茶
道
小
頭
、
同
九
年
（
一
七
九

七
）
五
月
十
一
日
に
御
数
寄
屋
頭
見
習
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
九
月
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
と
な
り
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
）
二
月
十
八
日
に
は
役
儀
御
免
と
な
っ
て
い
る
。
末
永
は
、
文

化
期
に
一
番
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
御
数
寄
屋
頭
で
あ
っ
た
。 

平
尾
数
也
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
二
八
日
に
御

数
寄
屋
坊
主
組
頭
並
、
享
和
二
年
九
月
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
並
と

な
り
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
一
月
十
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
本

役
と
な
っ
て
い
る
。 

沖
休
傳
は
、
寛
政
九
年
五
月
に
御
数
寄
屋
坊
主
組
頭
並
、
同
月

に
御
数
寄
屋
坊
主
組
頭
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
一
月
二
六
日

に
御
数
寄
屋
頭
並
と
な
り
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
月
十
一

日
に
御
数
寄
屋
頭
本
役
と
な
っ
た
〔
以
上
、
「
藩
士
名
寄
」
（
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
〕
。 

 

①
御
茶
壷
の
宇
治
到
着
ま
で 

 

尾
張
藩
の
御
茶
詰
は
、
お
お
よ
そ
三
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
春
松
と
有
庵
の
連
名
で
尾
張
藩
御
数
寄
屋
頭
宛
に
幕
府
お
よ

び
尾
張
藩
の
御
茶
詰
の
日
程
が
通
達
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
一
例
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

（
前
略
） 

 
 

三
月
四
日 

一
春
松
有
庵
連
名
ニ
而
御
茶
壷
日
限
之
儀
申
来
候 

 

公
儀
御
茶
壷
日
限
書
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
数
寄
屋
頭
衆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
村
休
盛
老 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

組
頭
衆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
田
三
永 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
平
入 

 

四
月
廿
二
日 

 

江
戸
御
発
途 

 

五
月
三
日 

 
 

宇
治
着 

 

同 

九
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
詰
上 

 
 

 

十
日 

 
 

 

 

同
十
九
日 

 
 

宇
治
御
発
途 

御
家
御
発
壷 

 
 

五
月
二
日 

 

尾
府
発
途 

 
 

同 

五
日 

 

宇
治
着 

 
 

同 

九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
詰
上 

 
 

 
 

十
日 

 
 

 
 

同 

廿
日 

 

宇
治
発
途 

右
之
通
之
旨
有
庵
よ
り
書
付
指
越
候 

（
後
略
） 

〔
「
文
化
三
年
宇
治
御
用
留
」
（
「
宇
治
御
用
留

全
」
所
収
、
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
蔵
）
〕 
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同
道
し
て
宇
治
へ
上
っ
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
略
歴
を
紹
介
す
る
と
、
末
永
柳
慶
は
、
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
十
月
十
三
日
に
御
茶
道
小
頭
、
同
九
年
（
一
七
九

七
）
五
月
十
一
日
に
御
数
寄
屋
頭
見
習
、
享
和
二
年
（
一
八
〇

二
）
九
月
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
と
な
り
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
）
二
月
十
八
日
に
は
役
儀
御
免
と
な
っ
て
い
る
。
末
永
は
、
文

化
期
に
一
番
キ
ャ
リ
ア
の
あ
る
御
数
寄
屋
頭
で
あ
っ
た
。 

平
尾
数
也
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
二
八
日
に
御

数
寄
屋
坊
主
組
頭
並
、
享
和
二
年
九
月
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
並
と

な
り
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
一
月
十
六
日
に
御
数
寄
屋
頭
本

役
と
な
っ
て
い
る
。 

沖
休
傳
は
、
寛
政
九
年
五
月
に
御
数
寄
屋
坊
主
組
頭
並
、
同
月

に
御
数
寄
屋
坊
主
組
頭
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
一
月
二
六
日

に
御
数
寄
屋
頭
並
と
な
り
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
一
月
十
一

日
に
御
数
寄
屋
頭
本
役
と
な
っ
た
〔
以
上
、
「
藩
士
名
寄
」
（
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
〕
。 

 

①
御
茶
壷
の
宇
治
到
着
ま
で 

 

尾
張
藩
の
御
茶
詰
は
、
お
お
よ
そ
三
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
、
春
松
と
有
庵
の
連
名
で
尾
張
藩
御
数
寄
屋
頭
宛
に
幕
府
お
よ

び
尾
張
藩
の
御
茶
詰
の
日
程
が
通
達
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
一
例
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 

（
前
略
） 

 
 

三
月
四
日 

一
春
松
有
庵
連
名
ニ
而
御
茶
壷
日
限
之
儀
申
来
候 

 

公
儀
御
茶
壷
日
限
書
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

御
数
寄
屋
頭
衆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

野
村
休
盛
老 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

組
頭
衆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
田
三
永 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
平
入 

 

四
月
廿
二
日 

 

江
戸
御
発
途 

 

五
月
三
日 

 
 

宇
治
着 

 

同 

九
日 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
詰
上 

 
 

 

十
日 

 
 

 

 

同
十
九
日 

 
 

宇
治
御
発
途 

御
家
御
発
壷 

 
 

五
月
二
日 

 

尾
府
発
途 

 
 

同 

五
日 

 

宇
治
着 

 
 

同 

九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
詰
上 

 
 

 
 

十
日 

 
 

 
 

同 

廿
日 

 

宇
治
発
途 

右
之
通
之
旨
有
庵
よ
り
書
付
指
越
候 

（
後
略
） 

〔
「
文
化
三
年
宇
治
御
用
留
」
（
「
宇
治
御
用
留

全
」
所
収
、
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
蔵
）
〕 
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そ
の
後
、
尾
張
藩
で
は
御
茶
壷
運
搬
に
関
す
る
準
備
が
進
め
ら

れ
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上
旬
頃
、
御
数
寄
屋
頭
か
ら
春
松
と
有

庵
に
宛
て
て
、
御
茶
詰
の
日
程
や
御
茶
詰
す
る
御
茶
壷
等
を
記
し

た
返
書
が
送
付
さ
れ
た
。 

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
状
は
、
尾
州
茶
屋
家
手
代
・
宮
城
嘉
右
衛

門
等
を
中
継
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
宮
城
嘉
右
衛
門
は
、
茶
屋
四

郎
次
郎
家
の
分
家
・
茶
屋
新
四
郎
家
（
尾
州
茶
屋
）
の
手
代
で
あ

り
、
春
松
や
有
庵
は
、
尾
張
藩
へ
差
し
出
す
礼
状
や
挨
拶
状
、
願

書
等
も
こ
の
人
物
や
尾
張
藩
御
用
飛
脚
問
屋
・
井
野
口
屋
等
を
介

し
て
行
っ
て
い
た
。 

さ
て
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
な
る
と
茶
壷
が
名
古
屋
を

出
発
し
た
。
運
搬
さ
れ
た
荷
物
は
、
「
御
茶
壷
乗
物
弐
釣
」
、
「
長

持
弐
釣
」
、
「
挟
箱
壱
荷
」
、
「
合
羽
篭
壱
荷
」
等
で
あ
り
、
こ
れ
に

動
員
さ
れ
た
人
数
は
、
名
古
屋
か
ら
の
同
行
者
で
あ
る
「
御
数
寄

屋
頭
」
一
名
、
「
御
数
寄
屋
付
家
来
」
数
名
、
「
御
才
領
衆
」
五
～

八
名
の
ほ
か
、
各
地
で
集
め
ら
れ
る
人
員
等
を
含
め
、
最
大
で
二

十
六
名
ほ
ど
あ
っ
た
〔
「
文
化
三
年
宇
治
御
用
留
」
（
上
林
春
松
家

文
書
）
〕
。 

名
古
屋
か
ら
宇
治
ま
で
の
道
の
り
は
、
名
古
屋
→
四
日
市
→
大

山
→
大
津
→
宇
治
と
、
東
海
道
を
通
っ
た
。
途
中
、
佐
屋
（
現
愛

知
県
愛
西
市
）
か
ら
桑
名
（
現
三
重
県
桑
名
市
）
の
間
は
、
伊
勢

湾
を
船
で
渡
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
大
津
か
ら
宇
治
の
道
の

り
は
、
醍
醐
→
六
地
蔵
→
黄
檗
→
宇
治
と
、
奈
良
街
道
を
往
く
ル

ー
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
各
宿
に
は
、 

 

（
前
略
） 

尾
州
よ
り
御
先
触
之
事 

 

御
茶
壷 

一
人
足 

 

七
人 

一
継
馬 

 

壱
疋 

右
名
古
屋
よ
り
宇
治
迄
之
無
指
支
様
継
立
候
事 

 

五
月
廿
四
日 

五
月
廿
四
日 

 
 

同
廿
五
日 

 

廿
六
日 

 

四
日
市 

 
 

 

大
山 

 
 

大
津 

右
之
通
泊
り
之
事 

 

辰
五
月 

 
 

 

尾
州 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

末
永
柳
慶 

 

右
御
本
陣
問
屋 

（
後
略
） 

〔
「
文
化
五
年
尾
州
御
茶
詰
并
勤
方
記
録
」
（
上

林
春
松
家
文
書
）
〕 

 の
よ
う
に
、
先
触
が
出
さ
れ
、
名
古
屋
と
宇
治
の
間
の
継
立
が
、

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

大
津
か
ら
奈
良
街
道
を
通
り
、
黄
檗
ま
で
来
た
茶
壷
運
搬
の
一

行
は
、
「
朝
五
ッ
時
よ
り
、
尾
崎
手
前
手
代
河
屋
迄
遣
ス
、
例
之

通
御
酒
被
下
」
と
春
松
、
有
庵
手
代
の
出
迎
え
を
受
け
、
そ
の
後

「
四
ッ
時
此
方
へ
、
手
代
門
外
へ
出
ス
、
自
分
は
玄
関
敷
台
迄
出

ル
」
と
御
宿
当
番
の
家
に
到
着
し
た
。 

御
宿
当
番
の
家
に
到
着
後
、
一
通
り
挨
拶
を
済
ま
せ
、
「
先
ッ

御
鍵
ヲ
受
取
、
御
錠
前
御
府
切
御
壷
出
シ
、
二
間
床
へ
直
シ
内
改

メ
申
上
候
て
、
御
サ
イ
領
衆
中
御
壷
御
別
条
御
座
な
く
趣
御
茶
道

よ
り
被
申
渡
候
事
、
御
サ
イ
領
衆
中
御
別
条
無
之
趣
承
り
候
上
、

伏
見
御
屋
敷
へ
御
引
取
被
成
候
」
と
、
運
搬
さ
れ
た
御
茶
壷
の

「
内
改
メ
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
御
献
上
御
壷
内
改
メ
相

済
候
上
、
又
兵
衛
へ
只
今
尾
州
様
御
壷
御
着
御
座
候
ニ
付
御
壷
請

取
ニ
御
出
被
成
候
様
申
遣
ス
」
と
、
「
内
改
メ
」
終
了
後
、
上
林

又
兵
衛
へ
尾
張
藩
御
茶
壷
が
到
着
し
た
の
で
、
御
茶
壷
を
受
け
取

り
に
来
る
よ
う
伝
え
ら
れ
た
。 

 

御
茶
壷
の
到
着
日
、
「
御
サ
イ
領
衆
」
は
御
茶
壷
内
改
め
後
、

「
伏
見
御
屋
敷
」
（
尾
張
藩
伏
見
屋
敷
）
へ
向
か
う
が
、
御
数
寄

屋
頭
（
文
化
六
年
は
、
末
永
柳
慶
で
あ
っ
た
）
は
、
御
宿
当
番
の

家
で
一
泊
し
、
饗
応
を
受
け
た
。
そ
の
際
は
、
御
宿
当
番
に
あ
た

っ
て
い
な
い
「
非
番
」
の
者
が
、
「
御
着
之
夜
、
有
庵
見
舞
ニ
被

参
候
」
と
、
見
舞
い
に
訪
れ
、
「
客
末
永
尾
崎
二
人
手
前
」
の
三

人
で
饗
応
が
催
さ
れ
た
。 

 

翌
日
の
朝
、
御
数
寄
屋
頭
は
京
都
の
旅
宿
へ
移
っ
た
。
同
日
、

春
松
と
有
庵
は
、
幕
府
御
数
寄
屋
方
へ
の
御
見
舞
か
た
が
た
尾
張

藩
御
数
寄
屋
頭
へ
も
立
ち
寄
り
、
「
御
肴
料
」
あ
る
い
は
「
御
扇

子
料
」
と
し
て
「
金
弐
百
疋
」
、
ま
た
京
都
滞
在
中
と
し
て
、
「
挽

茶
二
十
目
」
、
「
煎
茶
五
十
目
入
一
ツ
」
を
進
上
し
た
。 

 

②
御
茶
詰
の
様
子 

 

尾
張
藩
の
御
茶
詰
は
、
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
中
の
三
日
間
で
行

わ
れ
た
。 

一
日
目
は
、
「
尾
州
伏
見
奉
行
兼
松
太
郎
兵
衛 

頭
末
永
柳
慶 

右
五
月
十
六
日
又
兵
衛
方
御
立
合
詰
、
四
ッ
過
よ
り
御
帰
り
七
ッ

半
」
と
、
上
林
又
兵
衛
宅
に
て
、
尾
張
藩
伏
見
屋
敷
奉
行
お
よ
び

御
数
寄
屋
頭
立
会
い
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。
伏
見
屋
敷
奉
行
の
立

会
い
は
、
又
兵
衛
家
で
御
茶
詰
が
行
わ
れ
る
場
合
の
み
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
又
兵
衛
が
御
茶
詰
を
す
る
御
茶
壷
が
、
「
橋
姫
」
、

「
松
花
」
な
ど
、
銘
の
つ
い
た
名
物
御
茶
壷
で
あ
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。 

二
日
目
は
、
春
松
、
有
庵
の
幕
府
御
茶
詰
の
日
程
、
尾
張
藩
の

御
宿
当
番
の
年
な
ど
に
よ
り
、
年
ご
と
に
差
異
は
あ
る
が
、
文
化

六
年
（
一
八
〇
九
）
の
場
合
は
、
春
松
宅
で
尾
張
藩
の
御
茶
詰
が

行
わ
れ
た
。
春
松
家
で
は
こ
の
年
の
同
日
、
幕
府
用
の
御
茶
詰
も

担
当
し
た
よ
う
で
、
「
今
年
尾
御
詰
上
十
七
日
御
昼
詰
、
七
ッ
時

無
難
相
済
ム
、
公
御
詰
十
七
日
朝
ノ
次
故
尾
御
詰
同
日
ニ
成
ル
、

公
御
詰
十
七
日
成
ハ
尾
も
十
七
日
ニ
成
ル
、
大
方
何
れ
ニ
て
も
昼

ル
ニ
詰
上
、
随
分
仕
度
用
意
手
廻
シ
致
置
事
」
と
、
幕
府
用
の
御

茶
詰
と
尾
張
藩
の
御
茶
詰
が
重
な
る
場
合
は
、
幕
府
の
御
茶
詰
終

了
後
、
直
ち
に
尾
張
藩
の
御
茶
詰
が
行
わ
れ
る
た
め
、
事
前
に
準

備
を
整
え
、
御
茶
詰
が
滞
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
い

た
。 こ

の
年
の
三
日
目
は
、
有
庵
家
で
御
茶
詰
が
行
わ
れ
た
。
な

お
、
春
松
と
有
庵
家
で
行
わ
れ
る
御
茶
詰
で
は
、
そ
の
立
会
い

は
、
御
数
寄
屋
頭
の
み
で
あ
っ
た
。 
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茶
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搬
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献
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又
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又
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茶
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で
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後
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茶
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前
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え
、
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が
滞
る
こ
と
な
く
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ズ
に
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て
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の
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は
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で
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茶
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が
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。
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春
松
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で
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る
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茶
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で
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。 
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御
茶
詰
の
期
間
中
、
御
数
寄
屋
頭
は
御
宿
当
番
の
家
に
逗
留
し

た
。
御
宿
当
番
を
担
当
し
た
家
で
は
、
「
御
長
屋
御
逗
留
中
ハ
、

夜
日
手
代
壱
人
ツ
ヽ
付
置
事
、
御
休
被
成
候
ハ
ヽ
引
取
申
事
」
、

「
夜
分
御
口
中
御
か
わ
き
被
成
候
ニ
付
、
ま
く
ら
元
え
白
さ
と
う 

氷
さ
と
う
の
類
上
ケ
置
事
」
〔
「
文
化
五
年
尾
州
御
茶
詰
并
勤
方
記

録
」
（
上
林
春
松
家
文
書
）
〕
と
、
御
数
寄
屋
頭
へ
様
々
な
気
配
り

が
な
さ
れ
た
。 

三
日
間
の
御
茶
詰
が
終
了
す
る
と
、
御
数
寄
屋
頭
は
京
の
旅
宿

ヘ
戻
る
。
そ
の
際
に
も
、
御
茶
師
た
ち
は
、
「
例
之
通
京
御
逗
留

中
、
尾
上
り
用
挽
茶
ヲ
弐
拾
目
斗
上
ル
事
」
な
ど
と
、
御
数
寄
屋

頭
の
京
都
逗
留
中
の
碾
茶
を
進
上
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た

贈
答
は
、
御
茶
壷
が
宇
治
を
出
発
す
る
前
に
も
「
公
御
数
寄
屋
方

江
御
暇
乞
之
序
を
以
尾
御
数
寄
屋
へ
も
御
暇
乞
ト
シ
テ
参
ル
、
例

年
煎
へ
い
ま
ん
ち
う
銀
壱
両
分
進
上
致
ス
」
な
ど
と
、
行
わ
れ
て

い
た
。 

 

③
御
茶
壷
の
宇
治
出
発 

 

五
月
下
旬
か
ら
六
月
上
旬
頃
に
か
け
て
、
御
茶
壷
は
宇
治
を
出

発
し
、
名
古
屋
へ
向
か
っ
た
。
御
茶
壷
が
出
発
す
る
前
日
、
御
数

寄
屋
頭
は
御
宿
当
番
の
家
に
宿
泊
し
た
。 

御
茶
詰
が
さ
れ
た
御
茶
壷
は
、
「
御
箇
り
懸
り
候
前
ニ
、
柳
慶

殿
へ
御
伺
御
届
ヶ
申
上
候
、
口
上
之
趣
彼
是
御
箇
り
立
も
手
間
取

申
候
ニ
付
、
新
仕
立
ト
御
長
持
之
分
御
箇
懸
り
可
申
旨
御
伺
申

上
、
御
差
図
次
第
御
長
持
并
新
仕
立
之
分
箇
ニ
取
懸
り
可
申
事
、

一
番 

二
番
御
壷
わ
く
箇
り
候
前
御
直
ニ
御
見
分
被
成
候
、
か
れ

こ
れ
御
差
図
被
成
候
事
も
有
之
」
と
、
御
数
寄
屋
頭
立
会
い
の
も

と
、
御
茶
壷
を
は
じ
め
と
す
る
荷
造
り
が
行
わ
れ
た
。 

荷
造
り
は
、
名
物
御
茶
壷
で
あ
る
「
橋
姫
」
、
「
松
花
」
が
、
そ

れ
ぞ
れ
「
一
番
御
わ
く
」
、
「
二
番
御
わ
く
」
へ
括
り
つ
け
ら
れ
、

新
御
壷
で
あ
る
「
一
番
御
壷
」
か
ら
「
六
番
御
壷
」
は
、
「
長

持
」
へ
括
り
つ
け
ら
れ
た
。
「
一
番
御
わ
く
」
、
「
二
番
御
わ
く
」

と
は
、
人
が
乗
る
駕
籠
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の

両
側
に
は
、
徳
川
家
の
家
紋
で
あ
る
葵
紋
の
付
い
た
幕
が
掛
け
ら

れ
た
。 

宇
治
か
ら
名
古
屋
へ
の
帰
路
は
、
宇
治
・
大
津
間
は
往
路
と
同

じ
く
奈
良
街
道
を
通
っ
た
。
大
津
か
ら
は
、
大
津
→
彦
根
→
大
垣

→
起
→
名
古
屋
と
中
仙
道
を
経
て
、
美
濃
路
を
通
る
ル
ー
ト
で
あ

っ
た
。 

御
茶
壷
も
、
同
道
し
た
御
数
寄
屋
頭
も
、
御
茶
詰
業
務
の
た

め
、
移
動
も
含
め
た
約
一
ヶ
月
間
、
京
都
と
宇
治
に
滞
在
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。 
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一 

（
由
緒
書
、
先
祖
よ
り
八
代
ま
で
将
軍
家
御
茶
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用
、 

尾
州
様
御
出
入
等
に
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き
） 
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仕
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様
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茶
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付
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後
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意
宇
治
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越
御
茶
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務
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永
禄
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午
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参
州
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付
俊
宗
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懇
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右
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仕
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仕
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付
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仕
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應
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以
御
用 

（
朱
書
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仕
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左
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殿
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為 

仰
付
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御
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壺
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使
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茶
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御
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等
相
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其
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茶
道
御
宿
は
上
林
春
松
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武
野
新
五
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門
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御
宿
有
庵
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申
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享
保
十
巳
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儀
御
物
御
壷
は
御
用
被
為 

仰
付
候
義
相
止
ミ
新
御
壷
ニ
而
御
茶 

御
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被
為 

仰
付
御
物
御
壷
三
ツ
ニ
相
極
候
其
一
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上
林
六
郎
殿
壱
ツ
ハ
上
林
又
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衛
殿
壱
ツ
は 

御
物
御
茶
師
詰
壱
人
江
廻
り
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為 

仰
付
候
右
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被
准
御
使
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野
新
五
左
衛
門
殿 
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被
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御
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候
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御
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一 

（
由
緒
書
、
先
祖
よ
り
八
代
ま
で
将
軍
家
御
茶
御
用
、 

尾
州
様
御
出
入
等
に
つ
き
） 

 
 

【
目
録
番
号
８
】 

 

一
先
祖 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
坊
永
教 

於
白
川
村
御
茶
製
仕
罷
在
候
処 

永
禄
年
中 

権
現
様
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
其
後
依 

上
意
宇
治
表
へ
引
越
御
茶
御
用 

相
務
申
候
永
禄
拾
三
午
年
正
月 

参
州
へ
参
上
仕 

御
目
見
被
為 

仰
付
俊
宗
庵
と
申
候
処
織
田
有
楽
斎 

御
懇
意
ニ
而
御
名
之
二
字
被
下
尾
崎
有
庵
と 

相
改
申
候
別
居
宅
も
有
楽
斎
之 

御
指
図
ニ
而
御
建
被
下
候
右
建
物
ハ 

元
禄
十
一
寅
年
三
月
三
日
類
焼
仕
候 

有
楽
斎
御
書
文
蝙
蝠
手
洗
鉢 

石
灯
籠
等
相
残
所
持
仕
候 

二
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

三
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

四
代 
 

 
 

 
 

 
 

 

尾
崎
有
庵 

代
々
不
相
変
御
用
被
為 

仰
付
相
務
申
候
得
共
元
禄
年
中 

類
焼
之
節
記
録
焼
失
候
名
跡 

相
続
御
用
被
為 

仰
付
候
年
月
聢
と
相
知
不
申
候 

尾
州
様
江
御
出
入
仕
候
義
は 

相
應
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以
御
用 

（
朱
書
） 

「
源
敬
公
様
□
□
之
絵
拝
領
仕
武
野
新
五
左
衛
門
殿
添
状
只
今
迄
伝
来
候
」 

被
為 

仰
付
因
為
御
茶
元
御
壺
御
使
者 

御
茶
道
御
宿
等
相
勤
申
候
処
其
後 

御
茶
道
御
宿
は
上
林
春
松
相
勤 

武
野
新
五
左
衛
門
殿
御
宿
有
庵
相
勤 

申
候
然
ル
処
享
保
十
巳
年 

公
儀
御
物
御
壷
は
御
用
被
為 

仰
付
候
義
相
止
ミ
新
御
壷
ニ
而
御
茶 

御
用
被
為 

仰
付
御
物
御
壷
三
ツ
ニ
相
極
候
其
一
は 

上
林
六
郎
殿
壱
ツ
ハ
上
林
又
兵
衛
殿
壱
ツ
は 

御
物
御
茶
師
詰
壱
人
江
廻
り
被
為 

仰
付
候
右
ニ
被
准
御
使
者
武
野
新
五
左
衛
門
殿 

不
被
成
御
越
候
故
御
茶
道
中
川
宗
伴
老
御
宿 
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上
林
春
松
と
隔
年
ニ
相
勤
申
候 

御
元
祖
様
御
代
ゟ
御
出
入
被
為 

仰
付
其
後 

御
代
々
不
相
変
当 

御
代
迄
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
相
務
申
候 

五
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

元
禄
八
亥
年
名
跡
相
続
御
茶 

御
用
等
不
相
変
被
為 

仰
付
候 

御
目
見
之
儀
は
元
禄
十
二
卯
年 

二
月
十
四
日
献
上
物
御
柄
杓
二
本
入
御
釜 

壱
箱
山
本
道
傳
老
相
伴
ニ
而
御
料
理 

被
下
置
候
同
二
月
十
九
日 

瑞
龍
院
様
江
御
柄
杓
弐
本
入
献
上 

元
禄
十
三
辰
年
正
月
於
江
戸 

御
目
見
被
為 

仰
付
御
扇
子
拾
本
入
壱
箱
献
上
御
料
理 

被
下
置
大
村
閑
盛
老
相
伴
拝
領
物 

白
銀
三
枚
御
小
袖
壱
御
羽
織
壱 

大
村
閑
盛
老
ゟ
御
目
録
御
状
添 

宝
永
五
年
子
閏
正
月
於
江
戸 

御
目
見
被
為 

仰
付
献
上
物
帛
五
入
壱
箱
浮
壷
便 

一
入
壱
箱
御
披
露
鈴
木
新
兵
衛
殿 

御
料
理
被
下
置
野
原
圓
弥
老
相
伴 

拝
領
物
白
銀
三
枚
野
原
圓
弥
老
ゟ 

御
状
添 

宝
永
六
丑
年
七
月 

御
初
入
ニ
付
罷
下
献
上
物
御
扇
子
拾
本
入
一
箱 

朝
日
焼
御
茶
碗
二
入
壱
箱
別
十
八
日
於 

楽
器
御
間 

御
目
見
被
為 

仰
付
御
対
面
所
之
御
勝
手
之
間
ニ
而 

御
料
理
被
下
置
野
原
圓
弥
老
相
伴 

拝
領
物
白
銀
三
枚
方
江
休
意
老
ゟ 

御
状
添
為 

御
初
入
御
祝
儀
拝
領
仕
候
又
野
原 

圓
弥
老
ゟ
御
状
相
添
御
羽
織
壱 

御
帷
子
壱
拝
領
仕
候 

享
保
二
酉
年
十
一
月
十
五
日
於
楽
器 

御
間 

御
目
見
被
為 

仰
付
献
上
朝
日
焼
御
茶
碗
二
入
壱
箱 

 
 

 
 

 
 

 

「
〇
御
料
理
被
下
置
」 

岩
田
長
門
殿
御
披
露
〇

岡
田
永
久
老 

相
伴
拝
領
物
御
時
服
壱
御
羽
織
壱 

山
本
道
傳
老
ゟ
御
状
添 

享
保
拾
七
子
年
正
月
廿
八
日
於
楽
器 

御
間 

御
目
見
被
為 

仰
付
御
用
人
中
様
御
披
露
其
日
鶴
之 

御
料
理
御
役
人
中
へ
被
下
候
ニ
付
席 

相
支
候
由
ニ
而
虎
之
御
間
ニ
而
御
料
理 

被
下
候
山
本
道
傳
老
相
伴
献
上
物 

御
扇
子
拾
本
入
壱
箱
御
柄
杓
弐
本
入
一
箱 

拝
領
物
白
銀
三
枚 

六
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

寛
保
三
亥
年
名
跡
相
続
不
相
変 

御
用
被
為 

仰
付
候 

延
享
元
甲
子
年
五
月
十
七
日
上
林
又
兵
衛
殿 

故
障
之
儀
有
之
候
ニ
付 

（
朱
書
） 

「
△
」 

公
方
様
江
御
献
上
之
御
壷
橋
姫
松
花 

弐
壷
共
被
為 

仰
付
相
務
申
候 

宝
暦
九
卯
年
九
月
十
五
日
於
楽
器 

御
間
ニ 

御
目
見
被
為 

仰
付
御
扇
子
拾
本
入
壱
箱
手
製
楽 

御
茶
碗
弐
壱
箱
献
上
拝
領
物
白
銀
三
枚 

  

（
朱
書
） 

「
大
肩
衝
一
ツ
」 

御
庭
焼
鶴
首
肩
衝
弐
ツ
吉
田
主
水
殿 

山
本
道
傳
老
御
状
添 

御
対
面
所
御
勝
手
之
間
ニ
而
御
料
理
被 

下
置
山
本
道
傳
老
相
伴 

（
朱
書
） 

「
坊
」 

七
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

明
和
元
申
年
十
一
月
名
跡
相
続 

御
用
等
不
相
変
被
為 

仰
付
候 

寛
政
四
子
年
二
月
廿
日
依
願
如
先
祖 

已
後
尾
崎
坊
と
相
改
候
様
被
為 

仰
付
候 

八
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
儀 

寛
政
四
子
年
十
一
月
名
跡
相
続 

御
用
等
不
相
変
被
為 

仰
付
候 

右
之
通
御
座
候
以
上 

（
朱
書
） 

「
△ 

 

寛
政
十
弍
年
庚
申
五
月
上
林
又
兵
衛
故
障
之
儀
有
之 

 

公
方
様
江
御
献
上
之
御
壷
橋
姫
□
□
被
為 

 
 

仰
付
相
務
申
候
」 
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御
目
見
被
為 

仰
付
御
用
人
中
様
御
披
露
其
日
鶴
之 

御
料
理
御
役
人
中
へ
被
下
候
ニ
付
席 

相
支
候
由
ニ
而
虎
之
御
間
ニ
而
御
料
理 

被
下
候
山
本
道
傳
老
相
伴
献
上
物 

御
扇
子
拾
本
入
壱
箱
御
柄
杓
弐
本
入
一
箱 

拝
領
物
白
銀
三
枚 

六
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

寛
保
三
亥
年
名
跡
相
続
不
相
変 

御
用
被
為 

仰
付
候 

延
享
元
甲
子
年
五
月
十
七
日
上
林
又
兵
衛
殿 

故
障
之
儀
有
之
候
ニ
付 

（
朱
書
） 

「
△
」 

公
方
様
江
御
献
上
之
御
壷
橋
姫
松
花 

弐
壷
共
被
為 

仰
付
相
務
申
候 

宝
暦
九
卯
年
九
月
十
五
日
於
楽
器 

御
間
ニ 

御
目
見
被
為 

仰
付
御
扇
子
拾
本
入
壱
箱
手
製
楽 

御
茶
碗
弐
壱
箱
献
上
拝
領
物
白
銀
三
枚 

  
（
朱
書
） 

「
大
肩
衝
一
ツ
」 

御
庭
焼
鶴
首
肩
衝
弐
ツ
吉
田
主
水
殿 

山
本
道
傳
老
御
状
添 

御
対
面
所
御
勝
手
之
間
ニ
而
御
料
理
被 

下
置
山
本
道
傳
老
相
伴 

（
朱
書
） 

「
坊
」 

七
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
有
庵 

明
和
元
申
年
十
一
月
名
跡
相
続 

御
用
等
不
相
変
被
為 

仰
付
候 

寛
政
四
子
年
二
月
廿
日
依
願
如
先
祖 

已
後
尾
崎
坊
と
相
改
候
様
被
為 

仰
付
候 

八
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

私
儀 

寛
政
四
子
年
十
一
月
名
跡
相
続 

御
用
等
不
相
変
被
為 

仰
付
候 

右
之
通
御
座
候
以
上 

（
朱
書
） 

「
△ 

 

寛
政
十
弍
年
庚
申
五
月
上
林
又
兵
衛
故
障
之
儀
有
之 

 

公
方
様
江
御
献
上
之
御
壷
橋
姫
□
□
被
為 

 
 

仰
付
相
務
申
候
」 
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辰 八
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
崎
坊
有
庵 

  

二 

（
由
緒
書
、
元
祖
・
先
祖
将
軍
家
御
茶
御
用
、
尾
州
様 

へ
御
出
入
等
に
つ
き
） 

 
 

 

【
目
録
番
号
１
３
】 

 

一 

元
祖 

 
 

 
 

 

尾
崎
坊
権
大
僧
都
法
印
栄
教 

元
祖
花
山
院
正
二
位
内
大
臣
兼
右
大
将
藤
原
兼
定
嫡
子
従
二
位 

権
大
納
言
藤
原
道
定
奉
南
朝
仕
後
出
家
仕
城
州
久
世
郡 

南
白
川
村
金
色
院
別
生
寺
白
山
社
別
当
職
尾
崎
坊
権
大
僧
都 

法
印
栄
教
と
名
乗
其
後
代
々
尾
崎
坊
住
職
仕
候
右
栄
教
七
代
孫 

一 

先
祖 

 
 

 
 

 

尾
崎
坊
永
教 

於
白
川
村
御
茶
仕
立
候
処 

権
現
様
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
、
永
禄
十
三
午
年
正
月
於
参
州 

御
目
見
被
為 

仰
付
、
右
先
祖
永
姉
華
月
院
殿
事
城
州
八
幡 

志
水
賀
家
へ
嫁
付 

相
応
院
様
を
出
生
、
其
後
右
華
月
院
殿
御
由
緒
有
之
候
付 

相
応
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以 

尾
州
様
へ
御
出
入
仕
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
、
従 

御
元
祖
様
御
代
々
不
相
替
御
茶
御
用
被
為 

仰
付
相
勤
申
候 

 

下
略 

三 

（
尋
書
、
永
教
姉
花
月
院
殿
嫁
附
由
緒
に
つ
き
） 

【
目
録
番
号
７
】 

 

先
達
而
御
差
出
有
之
候 

御
由
緒
書
之
内 

一
先
祖
尾
崎
坊
永
教
と
申
者 

永
禄
年
中
始
而 

権
現
様
御
茶
御
用
被
為 

仰
付 

永
禄
十
三
午
年
正
月
於 

参
州 

御
目
見
被
為 

仰
付
候
右
先
祖 

永
教
姉
花
月
院
殿
事
城
州 

志
水 

江
嫁
附 

相
応
院
様
を
出
生
其
後
右 

花
月
院
殿
御
由
緒
有
之
候
ニ
付 

相
応
院
様
御
取
立
之
思
召
を
以 

尾
州
様
江
御
出
入
仕
御
茶
御
用 

被
為 

仰
付 

御
元
祖
様
ゟ 

御
代
々
不
相
変
御
茶
御
用 

被
為 

仰
付
相
勤
申
候 

 

右
御
書
面
之
趣
ニ
而
ハ
花
月
院
殿 

事
其
御
家
ゟ
直
ニ
当
家
江 

被
嫁
附
候
旨
ニ
相
見
候
え
と
も 

当
家
旧
記
と
ハ
致
相
違
候
就
夫 

右
御
書
面
之
趣
ハ
其
御
元
之 

御
旧
記
等
ニ
有
之
候
哉
又
ハ
申
伝
等 

に
て
御
書
出
之
事
ニ
候
哉
并 

永
教
殿
事
ハ
八
幡
田
中
家
ゟ 

其
御
家
御
相
続
之
訳
ニ
ハ
無
之
哉 

右
之
訳
合
委
敷
御
書
付
を
以 

（
虫
損
） 

御
□
聞
有
之
様
致
度
候
事 

  

十
二
月 

  

四 

（
願
書
、
将
軍
へ
の
御
目
見
な
ど
七
か
条
に
つ
き
） 

【
目
録
番
号
４
４
】 

 

一
御
目
見
奉
願
上
候
事 

此
儀 

惇
信
院
様
御
代
始
之
節 

御
目
見
之
儀
奉
願
上
候
処 

有
章
院
様 

有
徳
院
御
両
代
御
代
始
之
御
礼 

御
目
見
参
上
不
仕
候
ニ
付 

惇
信
院
様
御
代
始
御
礼 

御
目
見
不
被
為 

仰
付
候
旨 

被 

仰
渡
候
右
之
節 

御
代
替
為
御
礼 

御
目
見
奉 

申
上
度
段
奉
願
上
候
ニ
付 

有
章
院
様 

有
徳
院
様
御
代
始
之
節 

御
目
見
不
奉
申
上
候
儀
被 

仰
出 

惇
信
院
様
御
代
始
之
御
礼 

御
目
見
不
被
為 

仰
付
候 

有
章
院
様
御
代 

御
治
世
御
間
も 

無
御
座
参
上
不
仕
候 

有
徳
院
様 

惇
信
院
様
江 

御
目
見
奉
申
上
候
者 

壱
人
ニ
は
御
座
候
得
共
当
辻
善
徳 

不
時
ニ
参
上 

御
目
見
奉
申
上
度 

奉
願
候
処
願
之
通
被
為 

仰
付 

有
徳
院
様 

惇
信
院
様
江 

御
目
見
奉
申
上
候 

乍
恐
右
之
近
例
を
以
不
時
参
上 

御
目
見
之
儀
奉
願
上
度
奉
存
候 

御
事
御
座
候
旧
例
別
紙
相
認 

差
上
申
候 

一
於
京
都
御
寺
御
法
事
之
節 
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被
嫁
附
候
旨
ニ
相
見
候
え
と
も 

当
家
旧
記
と
ハ
致
相
違
候
就
夫 

右
御
書
面
之
趣
ハ
其
御
元
之 

御
旧
記
等
ニ
有
之
候
哉
又
ハ
申
伝
等 

に
て
御
書
出
之
事
ニ
候
哉
并 

永
教
殿
事
ハ
八
幡
田
中
家
ゟ 

其
御
家
御
相
続
之
訳
ニ
ハ
無
之
哉 

右
之
訳
合
委
敷
御
書
付
を
以 

（
虫
損
） 

御
□
聞
有
之
様
致
度
候
事 

  

十
二
月 

  

四 

（
願
書
、
将
軍
へ
の
御
目
見
な
ど
七
か
条
に
つ
き
） 

【
目
録
番
号
４
４
】 

 

一
御
目
見
奉
願
上
候
事 

此
儀 

惇
信
院
様
御
代
始
之
節 

御
目
見
之
儀
奉
願
上
候
処 

有
章
院
様 

有
徳
院
御
両
代
御
代
始
之
御
礼 

御
目
見
参
上
不
仕
候
ニ
付 

惇
信
院
様
御
代
始
御
礼 

御
目
見
不
被
為 

仰
付
候
旨 

被 

仰
渡
候
右
之
節 

御
代
替
為
御
礼 

御
目
見
奉 

申
上
度
段
奉
願
上
候
ニ
付 

有
章
院
様 

有
徳
院
様
御
代
始
之
節 

御
目
見
不
奉
申
上
候
儀
被 

仰
出 

惇
信
院
様
御
代
始
之
御
礼 

御
目
見
不
被
為 

仰
付
候 

有
章
院
様
御
代 

御
治
世
御
間
も 

無
御
座
参
上
不
仕
候 

有
徳
院
様 

惇
信
院
様
江 

御
目
見
奉
申
上
候
者 

壱
人
ニ
は
御
座
候
得
共
当
辻
善
徳 

不
時
ニ
参
上 

御
目
見
奉
申
上
度 

奉
願
候
処
願
之
通
被
為 

仰
付 

有
徳
院
様 

惇
信
院
様
江 

御
目
見
奉
申
上
候 

乍
恐
右
之
近
例
を
以
不
時
参
上 

御
目
見
之
儀
奉
願
上
度
奉
存
候 

御
事
御
座
候
旧
例
別
紙
相
認 

差
上
申
候 

一
於
京
都
御
寺
御
法
事
之
節 
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御
霊
前
江
拝
礼
奉
申
上
度
奉 

願
上
候
事 

此
儀
古
来
ゟ
御
法
事
之
節
御
茶
湯 

献
上
仕 

御
霊
前
江
乍
恐
拝
礼
仕
来
り
候
所 

前
段
奉
申
上
候
通 

御
目
見
之
儀
不 

被
為 

仰
付
候
ニ
付 

御
霊
前
江
拝
礼
奉
申
上
候
儀
御
差
留 

被
仰
渡
候
当
十
月
十
四
日 

文
昭
院
様
御
法
事
之
節
も
両 

上
林
殿
ゟ 

御
霊
前
江
拝
礼
不
奉
申
上
候
様
ニ
と 

被
申
渡
候 

文
昭
院
様
御
代
迄
ハ 

御
代
始
御
礼 

御
目
見
も
奉
申
上
候
処
拝
礼
之
儀 

相
叶
不
申
候
段
被
申
渡
歎
ケ
敷 

奉
存
候
何
卒
前
々
之
通
拝
礼 

奉
申
上
度
奉
願
上
候
御
事 

一
御
頭
様
御
茶 

御
用
ニ
付
被
遊 

御
登
候
説
宇
治
御
宿
并
京
都
へ 

差
上
ケ
申
候
品
之
事 

此
儀
前
々
ハ
上
林
味
卜
星
野
宗
以 

上
林
三
入
順
番
御
宿
相
勤
申
候
処 

其
後
星
野
宗
以
上
林
三
入
両
人 

年
替
ニ
御
宿
相
勤
申
候
依
之
其
砌 

御
壷
数
被
為 

仰
付
只
今
ニ
外
之 

と
違
御
壷
数
被
為 

仰
付
候
御
事 

然
ル
処 

御
用
之
御
茶
御
減
少
ニ
付 

御
宿
難
相
勤
御
座
候
段
申
候
ニ
付 

享
保
拾
巳
年
上
林
又
兵
衛
殿
江
御
断 

願
申
上
候
処
御
物
仲
ケ
間
拾
壱
人
ニ
而 

廻
り
ニ
相
勤
候
様
被
仰
渡
候
依
之
段
々 

以
書
付
申
上
候
処
御
買
上 

御
用
之 

御
茶
不
残
仲
ケ
間
拾
壱
人
江
被
為 

仰
付
候
様
ニ
又
兵
衛
殿
御
頼
可
被
下
旨 

左
候
は
御
宿
入
用
銀
御
茶
ニ
而 

差
出
候
ニ
罷
成
候
故
差
出
能
可 

有
御
座
候
段
被
申
渡
御
買
上 

御
用
被
為 

仰
付
享
保
十
一
午
年
ゟ 

順
番
御
宿
相
勤
申
候
処
元
文
年
中 

金
銀
御
吹
替
ニ
付
諸
色
高
直
罷
成 

申
候
得
共
御
茶
料
之
儀
は 

御
定 

直
段
御
座
候
ニ
付 

御
買
上
御
茶
料 

銀
高
御
減
少
同
前
罷
成
難
渋
仕
候
付 

又
々
其
節
御
断
願
申
上
候
処 

何
様
共
省
略
仕
相
勤
申
候
様
被
申
渡
候 

右
御
宿
入
用
銀
之
儀
仲
ケ
間
拾
一
人
ゟ 

取
集
相
勤
去
辰
年
迄
仲
ケ
間 

三
廻
り
相
勤
申
候
私
共
奉
詰
上
黄
金 

拝
領
仕
候
御
壷
数
合
拾
弐
壷
并 

御
買
上
御
夏
切
弐
壷
増
上
寺 

御
霊
屋
御
用
御
壷
壱 

御
買
上 

別
儀
拾
壱
壷
御
座
候
両
上
林
殿 

御
詰
上
黄
金
詰
御
壷
合
拾
三
壷 

其
外
御
夏
切
御
壷
極
御
壷
別
儀 

御
壷
極
揃
御
壷
御
詰
上
白
銀
拾
枚
宛 

御
拝
領
被
成
候
両
上
林
殿
御
詰
上
之 

御
壷
数
と
仲
ケ
間
拾
壱
人
奉
詰
上
候 

御
壷
数
と
同
前
程
之
儀
御
座
候
依
之 

御
壷
数
ニ
応
御
宿
入
用
銀
何
卒 

年
々
御
合
力
罷
成
被
下
候
様
両
上
林
殿
へ 

去
秋
ゟ
段
々
奉
願
候
得
共
御
差
支 

ニ
付
御
合
力
難
被
成
下
段
被
申
渡
候 

因
茲
享
保
十
巳
年
上
林
又
兵
衛
殿 

御
取
斗
之
趣
ヲ
以
何
卒
当
時
被
為 

仰
付
候 

御
買
上
御
壷
両
上
林
殿 

ゟ
之
御
願
ニ
而
仲
ケ
間
拾
壱
人
江 

被
為 

仰
付
被
下
候
様
両
上
林
殿 

御
願
書
ニ
而
御
願
被
成
下
私
共 

仲
ケ
間
江
奉
蒙 

仰
度
段 

両
上
林
殿
江
奉
願
候
処
其
段
私
共 

両
上
林
殿
江
差
出
候
願
書
を
以 

御
頭
様
方
江
被
仰
上
候
ニ
付
全
私
共 

我
侭
之
御
願
奉
申
上
候
趣
相
成 

難
渋
仕
候
夫
ニ
付
御
宿
之
儀
両 

上
林
殿
江
御
頼
被
仰
渡
候
而
今
年 

上
林
内
記
殿
御
勤
被
成
候
両
上
林
殿 

江
御
宿
之
儀
被 

仰
渡
候
上
私
共
仲
ケ
間 

拾
壱
人
江
被
為 

仰
付
候
別
儀 

御
壷
両
上
林
殿
蒙 

仰
度
旨 

御
願
被
成
候
様
風
聞
ニ
承
り
申
候 

万
一
左
様
之
御
願
御
座
候
は
私
共 

願
之
趣
同
様
之
旨
ニ
奉
存
候
御
事 

御
座
候
両
上
林
殿
御
義
は
格
別
之 

御
事
ニ
御
座
候
故
一
統
ニ
申
上
候
儀 

憚
多
御
座
候
得
共
御
禄
御
座
候 

両
上
林
殿
御
不
勝
手
を
被
仰
立 

御
壷
数
ニ
応
御
合
力
金
奉
願
候
処 

一
向
御
出
金
不
被
下
候
儀
歎
ケ
敷
儀 

奉
存
候
私
共
不
勝
手
之
儀
ハ
猶
更 

之
御
事
乍
憚
御
賢
察
奉 

願
候
併
中
古
仲
ケ
間
拾
壱
人
ニ
而 

順
番
相
勤
来
申
候
儀
御
宿
之
儀 

得
相
勤
不
申
両
上
林
殿
江
新
ニ 

被
仰
渡
候
御
事
外
聞
旁
何
程
カ 

歎
ケ
敷
奉
存
候
乍
恐
為
冥
加
之 

御
座
候
得
は
幾
久
敷
是
迄
之
通 

御
宿
相
勤
申
度
奉
願
上
候
以 

御
憐
愍
被 

仰
付
被
下
候
は 

難
有
奉
存
候 
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御
買
上
御
夏
切
弐
壷
増
上
寺 

御
霊
屋
御
用
御
壷
壱 

御
買
上 

別
儀
拾
壱
壷
御
座
候
両
上
林
殿 

御
詰
上
黄
金
詰
御
壷
合
拾
三
壷 

其
外
御
夏
切
御
壷
極
御
壷
別
儀 

御
壷
極
揃
御
壷
御
詰
上
白
銀
拾
枚
宛 

御
拝
領
被
成
候
両
上
林
殿
御
詰
上
之 

御
壷
数
と
仲
ケ
間
拾
壱
人
奉
詰
上
候 

御
壷
数
と
同
前
程
之
儀
御
座
候
依
之 

御
壷
数
ニ
応
御
宿
入
用
銀
何
卒 

年
々
御
合
力
罷
成
被
下
候
様
両
上
林
殿
へ 

去
秋
ゟ
段
々
奉
願
候
得
共
御
差
支 

ニ
付
御
合
力
難
被
成
下
段
被
申
渡
候 

因
茲
享
保
十
巳
年
上
林
又
兵
衛
殿 

御
取
斗
之
趣
ヲ
以
何
卒
当
時
被
為 

仰
付
候 

御
買
上
御
壷
両
上
林
殿 

ゟ
之
御
願
ニ
而
仲
ケ
間
拾
壱
人
江 

被
為 

仰
付
被
下
候
様
両
上
林
殿 

御
願
書
ニ
而
御
願
被
成
下
私
共 

仲
ケ
間
江
奉
蒙 

仰
度
段 

両
上
林
殿
江
奉
願
候
処
其
段
私
共 

両
上
林
殿
江
差
出
候
願
書
を
以 

御
頭
様
方
江
被
仰
上
候
ニ
付
全
私
共 

我
侭
之
御
願
奉
申
上
候
趣
相
成 

難
渋
仕
候
夫
ニ
付
御
宿
之
儀
両 

上
林
殿
江
御
頼
被
仰
渡
候
而
今
年 

上
林
内
記
殿
御
勤
被
成
候
両
上
林
殿 

江
御
宿
之
儀
被 

仰
渡
候
上
私
共
仲
ケ
間 

拾
壱
人
江
被
為 

仰
付
候
別
儀 

御
壷
両
上
林
殿
蒙 

仰
度
旨 

御
願
被
成
候
様
風
聞
ニ
承
り
申
候 

万
一
左
様
之
御
願
御
座
候
は
私
共 

願
之
趣
同
様
之
旨
ニ
奉
存
候
御
事 

御
座
候
両
上
林
殿
御
義
は
格
別
之 

御
事
ニ
御
座
候
故
一
統
ニ
申
上
候
儀 

憚
多
御
座
候
得
共
御
禄
御
座
候 

両
上
林
殿
御
不
勝
手
を
被
仰
立 

御
壷
数
ニ
応
御
合
力
金
奉
願
候
処 

一
向
御
出
金
不
被
下
候
儀
歎
ケ
敷
儀 

奉
存
候
私
共
不
勝
手
之
儀
ハ
猶
更 

之
御
事
乍
憚
御
賢
察
奉 

願
候
併
中
古
仲
ケ
間
拾
壱
人
ニ
而 

順
番
相
勤
来
申
候
儀
御
宿
之
儀 

得
相
勤
不
申
両
上
林
殿
江
新
ニ 

被
仰
渡
候
御
事
外
聞
旁
何
程
カ 

歎
ケ
敷
奉
存
候
乍
恐
為
冥
加
之 

御
座
候
得
は
幾
久
敷
是
迄
之
通 

御
宿
相
勤
申
度
奉
願
上
候
以 

御
憐
愍
被 

仰
付
被
下
候
は 

難
有
奉
存
候 
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一
御
茶
師
共
江
為 

御
救
年
々 

御
米
拝
領
頂
戴
之
儀
奉
願
上 

度
奉
存
候
御
事 

一
他
郷
御
茶
霜
覆
仕
候
儀
御
差
留 

被
成
下
候
様
奉
願
上
度
奉
存
候 

御
事 

一
三
ケ
之
津
御
挽
茶
并
煎
茶
座 

御
茶
師
共
江
被
為 
仰
付
被
下
候
様 

奉
願
上
度
奉
存
候
御
事 

一
諸
御
大
名
様
方
御
旗
本
様
方 

御
家
中
方
寺
社
方
御
茶
御
用 

之
分
宇
治
御
茶
師
江
不
残
被
為 

仰
付
被
下
候
様 

御
定
被
成
下
候
様 

奉
願
上
度
御
事 

一
宇
治
郷
御
茶
薗
高
御
取
ケ 

御
定
免
壱
半
ニ
被
成
下
候
様
奉 

願
上
度
奉
存
候
御
事 

此
儀
御
茶
薗
ハ
慶
長
拾
六
亥
年 

御
検
地
之
節
上
中
下
今
植
と
四
段
ニ 

相
分
り
上
薗
弐
石
五
斗
盛
中
薗 

壱
石
五
斗
盛
下
薗
壱
石
盛 

今
植
薗
弐
石
盛
ニ
被
為 

仰
付 

御
年
貢
す
く
み
尓
上
納
仕
候
処 

大
猷
院
様
御
代
宇
治
郷
為 

御
救
半
納 

御
赦
免
被
成
下
候 

然
レ
共
御
茶
師
段
々
困
窮
難
儀 

仕
候
ニ
付 

常
憲
院
様
御
代
又
々
御
訴
訟
申
上
候
処 

困
窮
之
段
被
為 

聞
召
分
御
年
貢 

御
定
免
三
ツ
取
被 

成
下
漸
々 

相
続
仕
来
り
候
処
近
年
他
郷
ニ 

茶
商
売
仕
候
者
多
ク
相
成 

御
大
名
様
方
御
用
迄
追
々
ニ
被 

仰
付
候
趣
ニ
罷
成
候
ニ
付
御
茶
本 

郷
之
儀
は
次
第
衰
微
仕
御
茶
薗 

追
而
荒
畑
罷
成
全
体
地
面
東 

南
ニ
山
を
請
北
下
り
之
地
面
御
座
候 

ニ
付
御
茶
薗
之
外
作
物
出
来
兼 

申
候
右
ニ
付
多
地
面
所
持
仕
候
者 

程
難
儀
仕
候
依
之
身
上
断
絶
仕 

或
ハ
他
国
仕
行
方
不
知
者
も
出
来 

申
候
故
其
高
町
内
ゟ
御
年
貢 

相
弁
上
納
仕
候
様
罷
成
候
ニ
付
是
迄 

相
続
仕
候
者
も
追
々
難
義
仕 

往
々
宇
治
御
茶
所
亡
所
相
成 

可
申
と
歎
ケ
敷
奉
存
候
何
卒 

御
憐
愍
御
救
を
以
御
茶
薗
之
分 

御
年
貢
壱
ツ
半
取 

御
定
免
ニ 

被
為 
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度 

奉
存
候 

一
御
金
拝
借
奉
願
上
度
御
事 

此
儀
古
来
三
ケ
度 

御
救
拝
借 

被
為 

仰
付
難
有
御
事
御
座
候 

然
ル
処
度
々
大
火
御
座
候
而
大
分 

之
損
亡
有
之
御
茶
師
共
困
窮 

仕
候
ニ
付
上
納
御
差
止
之
儀
奉
願 

今
ニ
上
納
皆
済
不
仕
候
ニ
付
御
金 

拝
借
奉
願
上
候
儀
も
恐
入
奉
存
候 

得
共
追
々
奉
申
上
候
通
御
茶
師 

共
至
而
困
窮
仕
最
早
一
統
相 

続
難
仕
難
渋
仕
候
重
々
不
顧 

恐
を
も
奉
願
上
候
御
事
御
座
候
得
共 

何
卒 

御
憐
愍
之 

御
慈
悲
を
以 

御
銀
三
百
貫
目
拝
借
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
願
之
通
被 

為 

仰
付
被
下
候
は 

御
恵
之 

御
蔭
を
以
相
続
仕
為
冥
加
古
拝
借 

上
納
残
金
を
も
少
々
宛
成
共 

上
納
仕
度
奉
存
候
願
之
通
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度
奉
存
候 

御
事 

一
御
茶
料
前
金
弐
拾
ケ
年
分
拝
借 

奉
願
上
度
御
事 

此
儀
先
年 

有
徳
院
様
御
代
御
茶
料
前
金
拝
借 

奉
願
上
候
処
三
ケ
年
分
前
金
拝 

借
被
為 

仰
付
候 

惇
信
院
様
御
代
宇
治
川
洪
水
之
節 

上
林
味
卜
上
林
三
入
居
宅
破
損
仕
候
而 

難
渋
仕
候
ニ
付
奉
願
上
候
処
御
茶 

料
前
金
五
ケ
年
分
拝
借
被
為 

仰
付
候
御
茶
師
共
近
年
至
而 

困
窮
仕
最
早
相
続
も
難
相
成 

躰
被
成 

権
現
様
御
取
立
被 

成
下
候
御
茶
所 

亡
所
罷
成
可
申
為
躰
相
成
歎
入 

奉
存
候
何
卒 

御
憐
愍
之 

御
慈
悲
を
以
御
茶
料
前
金
廿
ケ
年
分 

拝
借
被
為 

仰
付
被
下
候
は 

御
恵
之
御
蔭
を
以
相
続
仕 

権
現
様
御
取
立
御
茶
所
之
規
模
も 

相
残
難
有
奉
存
候
願
之
通
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度
奉 

存
候
御
事 

右
七
ケ
条
之
内
此
度
奉
願
上
度 

奉
存
候 

御
慈
悲
之 

御
救
を
以
被
為 

仰
付
被
下
候
様 

奉
願
上
候 

 

（
挿
入
紙
１
） 
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一
御
金
拝
借
奉
願
上
度
御
事 

此
儀
古
来
三
ケ
度 

御
救
拝
借 

被
為 

仰
付
難
有
御
事
御
座
候 

然
ル
処
度
々
大
火
御
座
候
而
大
分 

之
損
亡
有
之
御
茶
師
共
困
窮 

仕
候
ニ
付
上
納
御
差
止
之
儀
奉
願 

今
ニ
上
納
皆
済
不
仕
候
ニ
付
御
金 

拝
借
奉
願
上
候
儀
も
恐
入
奉
存
候 

得
共
追
々
奉
申
上
候
通
御
茶
師 

共
至
而
困
窮
仕
最
早
一
統
相 

続
難
仕
難
渋
仕
候
重
々
不
顧 

恐
を
も
奉
願
上
候
御
事
御
座
候
得
共 

何
卒 

御
憐
愍
之 

御
慈
悲
を
以 

御
銀
三
百
貫
目
拝
借
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
願
之
通
被 

為 

仰
付
被
下
候
は 

御
恵
之 

御
蔭
を
以
相
続
仕
為
冥
加
古
拝
借 

上
納
残
金
を
も
少
々
宛
成
共 

上
納
仕
度
奉
存
候
願
之
通
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度
奉
存
候 

御
事 

一
御
茶
料
前
金
弐
拾
ケ
年
分
拝
借 

奉
願
上
度
御
事 

此
儀
先
年 

有
徳
院
様
御
代
御
茶
料
前
金
拝
借 

奉
願
上
候
処
三
ケ
年
分
前
金
拝 

借
被
為 

仰
付
候 

惇
信
院
様
御
代
宇
治
川
洪
水
之
節 

上
林
味
卜
上
林
三
入
居
宅
破
損
仕
候
而 

難
渋
仕
候
ニ
付
奉
願
上
候
処
御
茶 

料
前
金
五
ケ
年
分
拝
借
被
為 

仰
付
候
御
茶
師
共
近
年
至
而 

困
窮
仕
最
早
相
続
も
難
相
成 

躰
被
成 

権
現
様
御
取
立
被 

成
下
候
御
茶
所 

亡
所
罷
成
可
申
為
躰
相
成
歎
入 

奉
存
候
何
卒 

御
憐
愍
之 

御
慈
悲
を
以
御
茶
料
前
金
廿
ケ
年
分 

拝
借
被
為 

仰
付
被
下
候
は 

御
恵
之
御
蔭
を
以
相
続
仕 

権
現
様
御
取
立
御
茶
所
之
規
模
も 

相
残
難
有
奉
存
候
願
之
通
被
為 

仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
度
奉 

存
候
御
事 

右
七
ケ
条
之
内
此
度
奉
願
上
度 

奉
存
候 

御
慈
悲
之 

御
救
を
以
被
為 

仰
付
被
下
候
様 

奉
願
上
候 

 

（
挿
入
紙
１
） 
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「
御
茶
料
前
金
弐
拾
ケ
年
分
相
願
度
段
致
承
知
候 

然
共
時
節
柄
之
儀
ニ
付
拾
ケ
年
分
相
願
候
而
も
済
方 

三
年
か
五
年
相
済
可
申
哉
之
事
」 

 （
挿
入
紙
２
） 

「
御
茶
御
用
ニ
而
御
数
寄
屋
頭
并
坊
主
衆
上
京
之
節 

宇
治
表
ニ
而
宿
并
京
都
旅
宿
江
仕
出
之
儀
今
年 

差
掛
り
候
事
故
上
林
内
記
殿
江
相
頼
御
用
向 

相
仕
舞
候
是
迄
之
通
来
午
夏
ゟ
宿
并 

諸
事
御
勤
可
有
之
旨
致
承
知
候
然
共
両
上
林
江 

願
書
被
差
出
両
家
ゟ
江
戸
表
江
其
趣
申
来 

評
議
之
上
可
申
談
事
」 

 （
挿
入
紙
３
） 

「
諸
大
名
并
旗
本
中
諸
家
家
中
寺
社
共 

袋
茶
詰
候
儀
宇
治
御
茶
師
中
江
不
残
蒙 

度
旨
勿
論
御
定
被 

仰
付
候
様
致
度
段 

是
迄
江
戸
表
ニ
而
取
扱
難
成
事
」 

 （
挿
入
紙
４
） 

「
宇
治
郷 

御
年
貢
御
定
免
壱
ツ
半
ニ
願
度
旨 

此
儀
地
方
之
儀
は
筋
違
ニ
而
取
扱
難
成
事
」 

 （
挿
入
紙
５
） 

「
御
法
事
之
節
拝
礼
願
之
儀
京
都 

二
条
表
両
町
奉
行
抔
江
願
可
然
哉
江
戸
表
ゟ 

取
扱
難
成
事
」 

 （
挿
入
紙
６
） 

「
三
ケ
津
江
抹
茶
并
煎
茶
之
座
宇
治
御
茶
師
中
江 

被 

仰
付
候
様
願
筋
江
戸
表
ニ
而
取
扱
難
成
候
事
」 

 （
挿
入
紙
７
） 

「
他
郷
御
茶
霜
覆
之
儀
江
戸
表
ニ
而
取
扱
難
成
候 

二
条
并
両
町
奉
行
又
は
御
代
官
抔
江
願
筋
と 

相
見
江
候
事
」 

 （
挿
入
紙
８
） 

「
御
茶
師
中
江
為
御
救
御
米
頂
戴
致
度
儀
前
々
ゟ 

例
並
も
無
之
儀
ニ
候
間
難
願
筋
有
之
候
事
」 

  

五 

尾
張
様
御
目
見
書
留 

 
 

 
 

【
目
録
番
号
５
０
】 

 
（
表
紙
） 

 

文
政
四
巳
年
十
月 

 

尾
張
様
御
目
見
書
留 

 

（
本
文
） 

十
月
十
三
日 

御
数
寄
屋
方
廻
勤 

肴
一
籠
針
壱
疋 

一
平
尾
数
也
老 

 

下
緒
大
小 

た
は
こ
入
あ
ん
へ
ら 

信
楽
や
き
水
指 

一
沖 

休
傳
老 

 

肴
一
籠
針
壱
疋 

下
緒
大
小 

信
楽
焼
香
合 

一
山
本
道
傳
老 

 

同 

右
持
参
い
た
し
数
也
老
御
逢
近
例
之
通 

御
在
国
ニ
付 

御
目
見
申
上
度
段
頼
込
置 

 
 

 
 

 
 

御
列
大
寄
合 

竹
腰
山
城
守
様 

 

遠
山
彦
左
衛
門
様 

 

五
味
平
馬
様 

滝
川
豊
後
守
様 

 

渡
辺
源
五
兵
衛
様 

 

平
賀
与
八
郎
様 

津
田
縫
殿
頭
様 

 

小
瀬
新
右
衛
門
様 

 

渡
辺
半
十
郎
様 

山
澄
将
監
様 

 
 

滝
川
権
十
郎
様 

 
 

山
吹
儀
兵
衛
様 

御
列 

 
 

 
 

 

御
用
人 

 
 

 
 

 
 

水
野
藤
兵
衛
様 

成
瀬
豊
前
守
様 

 

玉
置
小
平
太
様 

 
 

大
道
寺
経
蔵
様 

成
瀬
織
部
様 

 
 

高
橋
司
書
様 

 
 

 

田
宮
半
兵
衛
様 

織
田
宮
内
様 

 
 

高
木
八
郎
左
衛
門
様 

御
側
御
用
人 

間
宮
俊
左
衛
門
様 

長
野
七
郎
左
衛
門
様 

廣
瀬
嘉
七
様 

 

右
廻
勤
之
節
扇
子
弐
本
入
持
参
尤
御
年
寄
御
列
ハ
台
二
重
く
り 

其
余
ハ
台
一
重
く
り
也
御
在
国
之
御
方
計
廻
勤
之
事 

右
用
ふ
く
さ
小
袖
若
党
草
履
取
進
物
持
以
上
三
人
な
り 

一
十
四
日
七
ツ
時
山
本
道
仙
旅
宿
御
出
被
下 

御
目
見
例
之
通 

被
仰
付
候
相
心
得
候
よ
し
尤
諸
事
例
之
通
也
御
帰
り
被
成
候 

程
へ
御
手
紙
到
来
御
請
申
上
也 

十
五
日
朝
六
半
時
ニ
登 

城
自
分
（
熨
）
斗
目
十
徳
白
ム
ク
チ
サ
カ
タ
ナ 

侍
壱
人
草
履
取
挟
箱
都
合
三
人 

 

一
燈
好
ツ
ク
ヽ
ヽ
水
指 

扇
子
拾
本
入 

上
物 

桐
箱
台 

 
 

 
 

 

箱
□
台 

 

両
品
共
御
側
へ
差
上
も
の
也 

ケ
ン
の
し 

 
 

 
 

ケ
ン
の
し 

御
表
へ
ハ
継
目
之
節
計
也 

時
前
ニ
旅
宿
罷
出
候
処
途
中
迄
御
数
寄
屋
小
つ
か
ひ
源
助
迎
ひ
ニ 

ま
い
り
同
人
先
へ
帰
ル
西
端
御
門
前
ニ
見
合
居
候
処
御
組
頭 

中
嶋
圓
弥
老
御
迎
被
下
万
端
相
頼
御
一
緒
ニ
登 

城
ス
ル
也 

献
上
も
の
片
箱
之
内
へ
入
置
候
故
御
玄
関
ま
て
箱
為
持
ス
也 

尤
御
玄
関
前
迄
箱
為
持
候
事
ハ
不
相
成
候
儀
故
以
前
御
数
寄
屋
方
へ 

頼
置
御
役
所
ゟ
御
届
有
之
よ
し
也
扨
御
玄
関
ニ
て
上
物
箱
ゟ 

出
シ
竿
箱
之
上
物
ハ
中
嶋
氏
へ
相
頼
壱
箱
自
分
持
参
虎
之
御
間
ニ 

通
ル
也
御
側
上
物
ヲ
虎
之
間
迄
持
参
扣
へ
居
ル
也 

御
た
は
こ
盆
御
茶
被
下
ル
也
通
人
表
坊
主
衆
也
今
年
ハ 

御
表
御
廣
間
組
頭
岩
間
宝
珠
と
申
人
ニ
御
懇
意
ニ
相
成
同
人 

御
番
ゆ
へ
都
合
よ
く
大
火
鉢
出
ル
也
尤
岩
間
取
計
也 

御
数
寄
屋
頭
衆
御
挨
拶
御
出
中
嶋
氏
ハ
度
々
御
心
使
被
下
候 

上
物
は
御
目
見
前
ニ
御
当
番
山
本
道
仙
老
へ
相
渡
ス
也 

御
鍵
口
相
触
ル
也
直
様
岩
間
案
内
ニ
て
順
席
へ
罷
通
ル
也 

雁
の
落
間 

 
 

 
 

「
御
」 

御
目
見
前
御
披
露
人
用
人
長
野
七
郎
左
衛
門
殿
御
出
同
席
ニ 

御
扣
へ
被
成
候
当
日
御
礼
申
上
ル
也 
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十
月
十
三
日 

御
数
寄
屋
方
廻
勤 

肴
一
籠
針
壱
疋 

一
平
尾
数
也
老 

 

下
緒
大
小 

た
は
こ
入
あ
ん
へ
ら 

信
楽
や
き
水
指 

一
沖 
休
傳
老 

 

肴
一
籠
針
壱
疋 

下
緒
大
小 

信
楽
焼
香
合 

一
山
本
道
傳
老 

 

同 

右
持
参
い
た
し
数
也
老
御
逢
近
例
之
通 

御
在
国
ニ
付 

御
目
見
申
上
度
段
頼
込
置 

 
 

 
 

 
 

御
列
大
寄
合 

竹
腰
山
城
守
様 

 

遠
山
彦
左
衛
門
様 

 

五
味
平
馬
様 

滝
川
豊
後
守
様 

 

渡
辺
源
五
兵
衛
様 
 

平
賀
与
八
郎
様 

津
田
縫
殿
頭
様 

 

小
瀬
新
右
衛
門
様 

 
渡
辺
半
十
郎
様 

山
澄
将
監
様 

 
 

滝
川
権
十
郎
様 

 
 

山
吹
儀
兵
衛
様 

御
列 

 
 

 
 

 

御
用
人 
 

 
 

 
 

 

水
野
藤
兵
衛
様 

成
瀬
豊
前
守
様 

 

玉
置
小
平
太
様 

 
 

大
道
寺
経
蔵
様 

成
瀬
織
部
様 

 
 

高
橋
司
書
様 

 
 

 

田
宮
半
兵
衛
様 

織
田
宮
内
様 

 
 

高
木
八
郎
左
衛
門
様 

御
側
御
用
人 

間
宮
俊
左
衛
門
様 

長
野
七
郎
左
衛
門
様 

廣
瀬
嘉
七
様 

 

右
廻
勤
之
節
扇
子
弐
本
入
持
参
尤
御
年
寄
御
列
ハ
台
二
重
く
り 

其
余
ハ
台
一
重
く
り
也
御
在
国
之
御
方
計
廻
勤
之
事 

右
用
ふ
く
さ
小
袖
若
党
草
履
取
進
物
持
以
上
三
人
な
り 

一
十
四
日
七
ツ
時
山
本
道
仙
旅
宿
御
出
被
下 

御
目
見
例
之
通 

被
仰
付
候
相
心
得
候
よ
し
尤
諸
事
例
之
通
也
御
帰
り
被
成
候 

程
へ
御
手
紙
到
来
御
請
申
上
也 

十
五
日
朝
六
半
時
ニ
登 

城
自
分
（
熨
）
斗
目
十
徳
白
ム
ク
チ
サ
カ
タ
ナ 

侍
壱
人
草
履
取
挟
箱
都
合
三
人 

 

一
燈
好
ツ
ク
ヽ
ヽ
水
指 

扇
子
拾
本
入 

上
物 

桐
箱
台 

 
 

 
 

 

箱
□
台 

 

両
品
共
御
側
へ
差
上
も
の
也 

ケ
ン
の
し 

 
 

 
 

ケ
ン
の
し 

御
表
へ
ハ
継
目
之
節
計
也 

時
前
ニ
旅
宿
罷
出
候
処
途
中
迄
御
数
寄
屋
小
つ
か
ひ
源
助
迎
ひ
ニ 

ま
い
り
同
人
先
へ
帰
ル
西
端
御
門
前
ニ
見
合
居
候
処
御
組
頭 

中
嶋
圓
弥
老
御
迎
被
下
万
端
相
頼
御
一
緒
ニ
登 

城
ス
ル
也 

献
上
も
の
片
箱
之
内
へ
入
置
候
故
御
玄
関
ま
て
箱
為
持
ス
也 

尤
御
玄
関
前
迄
箱
為
持
候
事
ハ
不
相
成
候
儀
故
以
前
御
数
寄
屋
方
へ 

頼
置
御
役
所
ゟ
御
届
有
之
よ
し
也
扨
御
玄
関
ニ
て
上
物
箱
ゟ 

出
シ
竿
箱
之
上
物
ハ
中
嶋
氏
へ
相
頼
壱
箱
自
分
持
参
虎
之
御
間
ニ 

通
ル
也
御
側
上
物
ヲ
虎
之
間
迄
持
参
扣
へ
居
ル
也 

御
た
は
こ
盆
御
茶
被
下
ル
也
通
人
表
坊
主
衆
也
今
年
ハ 

御
表
御
廣
間
組
頭
岩
間
宝
珠
と
申
人
ニ
御
懇
意
ニ
相
成
同
人 

御
番
ゆ
へ
都
合
よ
く
大
火
鉢
出
ル
也
尤
岩
間
取
計
也 

御
数
寄
屋
頭
衆
御
挨
拶
御
出
中
嶋
氏
ハ
度
々
御
心
使
被
下
候 

上
物
は
御
目
見
前
ニ
御
当
番
山
本
道
仙
老
へ
相
渡
ス
也 

御
鍵
口
相
触
ル
也
直
様
岩
間
案
内
ニ
て
順
席
へ
罷
通
ル
也 

雁
の
落
間 

 
 

 
 

「
御
」 

御
目
見
前
御
披
露
人
用
人
長
野
七
郎
左
衛
門
殿
御
出
同
席
ニ 

御
扣
へ
被
成
候
当
日
御
礼
申
上
ル
也 



（  26  ）

御
目
見
相
済
直
様
平
尾
氏
御
案
内
ニ
て
元
之
虎
之
間
へ
戻
ル
也 

先
席
相
済
候
御
礼
申
上
ル
又
候
岩
間
氏
案
内
ニ
て
御
役
居
間
溜 

通
此
間
ニ
て
御
料
理
被
成
置
也
御
料
理
一
汁
三
菜
也 

 

吸
も
の
御
酒
取
肴
小
皿
も
の
出
也
御
菓
子
御
茶
被
下
通
人 

都
而
表
坊
主
衆
也
平
尾
氏
御
挨
拶
ニ
御
出
御
料
理
頂
戴
相
済 

平
尾
氏
御
出
御
料
理
被
下
御
礼
申
上
ル
也
退
出
御
玄
関
ま
て 

御
表
坊
主
衆
之
内
案
内
被
下
尤
□
下 

城
ニ
御
礼
廻
勤 

御
在
国
御
年
寄
御
（
礼
）
大
寄
合
御
用
人
御
数
寄
屋
三
所
外
ニ 

廣
瀬
嘉
七
様
是
ハ
御
小
納
戸
頭
取
御
側
御
用
人
故
御
礼
ニ
罷
出
ル 

中
嶋
氏
煎
茶
二
袋
御
礼
持
参
今
年
ハ
岩
間
氏
格
別
世
話
ニ 

相
成
り
候
付
煎
茶
二
袋
持
参
御
礼
ニ
罷
出 

御
目
見
ニ
付
而
ハ
御
廣
間
坊
主
近
附
有
之
候
方
万
事 

宜
敷 

御
城
ニ
て
殊
外
都
合
よ
く
已
来
心
得
候
事
也 

十
六
日 

御
目
見
首
尾
能
相
済
候
ニ
付
御
数
寄
屋
方
三
人
へ
送
り
物 

左
之
通 

帯
地
代
十
五
匁
迄 

平
尾 

肴
た
□ 
 

 
 

 
 

沖 

同
断 

 

山
本 

同
断 

代
六
匁
七
匁
迄 

御
組
頭
中
嶋
圓
弥
掛
ニ
付
礼
勤
持
参
煎
茶
二
袋
折
り
た
か
・
喜
せ
ん 

御
廣
間
坊
主
岩
間
宝
珠
世
話
被
成
候
ニ
付
煎
茶
喜
せ
ん
二 

持
参
ス 

十
七
日
七
ツ
時
御
役
所
拝
領
も
の
左
之
通 

 

銀
三
枚 

尾
崎
坊
有
庵 

右
は
今
般
差
上
物
仕 

候
付
従 

御
側
ゟ
御
内
々
被
下
置
旨 

十
一
月 

 尾
崎
坊
有
庵
様 

平
尾
数
也 

以
手
紙
其
趣
達
候
今
般 

御
上
物
有
之
候
付
御
内
々 

別
紙
之
通
被
下
候
付
□
為 

持
遣
候
御
早
旦
御
頂
戴
可 

被
成
候
以
上 

二
月
十
七
日 

尚
々
別
紙
之
趣
御
小
納
戸 

頭
取
矢
部
彦
右
衛
門
と
申
者
ゟ 

申
聞
有
之
候
間
左
様
御
承
知 

可
被
成
候
以
上 

 右
頂
戴
も
の
ニ
付
直
様
御
礼
廻
勤
左
之
通 

御
小
納
戸
頭
取 

御
側
御
用
人 

廣
瀬
嘉
七
様 

喜
せ
ん
二
袋 

持
参 

御
小
納
戸
頭
取 

矢
部
彦
右
衛
門
様 

同 

一
御
数
寄
屋
頭
三
人 

 

干 

廿
一
日 

竹
腰
様
御
役
人
雑
賀
佐
太
夫
殿
ゟ 

手
寄
到
来
委
下
ニ
記
ス
尤 

御
請
状
遣
ス
事 

以
手
紙
致
啓
達
候
然
ハ
岩
堀
弥
意
江 

御
申
入
之
趣
山
城
守
被
申
聞
候
処
明
後
廿
三
日 

登 

城
退
出
之
節
ニ
逢
被
申
候
間
午
刻 

頃
屋
敷
へ
御
出
候
様
此
段
為
御
案
内
如
斯
御
座
候
以
上 

二
月
廿
一
日 

（
終
） 
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廿
一
日 

竹
腰
様
御
役
人
雑
賀
佐
太
夫
殿
ゟ 

手
寄
到
来
委
下
ニ
記
ス
尤 

御
請
状
遣
ス
事 

以
手
紙
致
啓
達
候
然
ハ
岩
堀
弥
意
江 

御
申
入
之
趣
山
城
守
被
申
聞
候
処
明
後
廿
三
日 

登 

城
退
出
之
節
ニ
逢
被
申
候
間
午
刻 

頃
屋
敷
へ
御
出
候
様
此
段
為
御
案
内
如
斯
御
座
候
以
上 

二
月
廿
一
日 

（
終
） 

   



目録番号 7

　（尋書、永教姉花月院嫁附由緒につき）

（  28  ）



目録番号 8

　（由緒書、先祖より⼋代まで将軍家御茶御⽤、尾州様御出⼊等につき）

（  29  ）



（  30  ）



（  31  ）



目録番号 13

　（由緒書、元祖・先祖将軍家御茶御⽤、尾州様へ御出⼊等につき）

（  32  ）



目録番号 44

　（願書、将軍への御⽬⾒など七か条につき）

（  33  ）



（  34  ）



（  35  ）



（  36  ）



（  37  ）



（  38  ）



（  39  ）



（  40  ）

目録番号 50

尾張様御⽬⾒書留



（  41  ）



（  42  ）



（  43  ）



（  44  ）



（  45  ）



57
古書写覚（⽩⼭⾦⾊院別⽣寺内坊舎誌などにつ
き）

竪帳 1

58
（通達、尾崎坊有庵へ病気により願通り隠居
し、御茶御⽤免ずにつき）

閏4⽉ ⼀紙 1

59 （覚、親類書、尾州へ差出の書付などにつき） 竪帳 1

60
橘平せうそこ（橘千蔭と本居宣⻑の往復書状写
書上）

竪帳 1

（  46  ）ー4ー



27
（書状、別儀御茶御⽤、来11⽇⺒の頃御内⽞関
へ⼊来し、詰め上げる件につき）

6⽉8⽇
平岡⻑⾨守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1

28
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、18⽇午刻御内⽞関
へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

7⽉12⽇
初川丹波守、
平岡⻑⾨守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

29
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、14⽇午刻御内⽞関
へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

8⽉10⽇
渡辺隠岐守
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

30
（書状、別儀2⽄半御⽤、19⽇⺒刻詰め上げるよ
う件につき）

8⽉15⽇
平岡⻑⾨守
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1

31
（書状、別儀2⽄半御茶御⽤、来⽉4⽇午刻御内
⽞関へ⽤意持参し、詰め上げの件につき）

8⽉28⽇
渡辺隠岐守、
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

32
（書状、別儀御茶御⽤、26⽇午刻御内⽞関へ⼊
来し、詰め上げの件につき）

9⽉22⽇
渡辺陸奥守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

33
（書状、別儀御茶御⽤、7⽇午刻御内⽞関へ⼊来
し、詰め上げの件につき）

10⽉3⽇
平岡⻑⾨守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

34
（書状、別儀御茶御⽤、10⽇午刻御内⽞関へ⽤
意持参し、詰め上げの件につき）

12⽉7⽇
初川丹波守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

35
（書状、別儀御茶御⽤、12⽇午刻御内⽞関へ⼊
来の件につき）

12⽉11⽇
町⼝下総守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

36 杉⽥新兵衛忠通系図伝記 享保4⼰亥年霜⽉⽇ ⼀紙 1 奥書あり

37 （系図、家康、松平甲斐守等につき） ⼀紙 1

38 （系図、松尾後改⼟⽥家につき） ⼀紙 1

39 （系図、兼継、兼智につき） ⼀紙 1 断簡

40
（書状、荷物が着いた件、及び都合次第送⾦す
るゆえ、預け品の請け出しを願う件などにつ

4⽉6⽇ 未喜ヨリ 尾崎坊定之殿 ⼀紙 1

41 （書付、延命御壷御詰茶種数量につき） （寛延元年⾠5⽉） ⼀紙 1
包紙共、包紙書付
あり

42 （書状、年始祝詞の礼につき） 正⽉18⽇
池⻑閑斎
（印）

星野宗以⽼・
回報

⼀紙 1

43
（書状、例年の如く壷差し上げるので⼊念に詰
めるよう、御茶代⾦⼦5両遣わす旨）

卯⽉18⽇
⽻肥利⻑
（印）

尾崎坊□□
⼈々中

⼀紙 1
包紙共、包紙書付
あり

44 （願書、将軍への御⽬⾒など七か条につき） 横帳 1
書付8点挟み込みあ
り

45
御⽬⾒⼀条書留（10⽉9⽇から11⽉16⽇までの尾
張藩御⽬⾒⼀件につき）

（嘉永6年） 竪帳 1
書状等6点挟み込み
あり

46
御⽬⾒書留（10⽉11⽇から11⽉18⽇までの尾張
藩御⽬⾒⼀件につき）

（安政2年）
有庵主信（花
押）

竪帳 1
書状等4点挟み込み
あり

47
仙洞御所御⽤願書留（御茶御⽤願書、⽂化14年
御即位の献上物書留などにつき）

⽂化13丙⼦8⽉
尾崎坊・主
重・主⽂

竪帳 1

48
妙喜庵利休数寄屋⼗分⼀図記（⼨法・形状の詳
細書上）

尾崎有庵 竪帳 1

49
（願書、将軍代替御⽬⾒の件、御数寄屋御頭様
⽅御宿の件などにつき）

横帳 1

50
尾張様御⽬⾒書留（10⽉13⽇から21⽇までの御
⽬⾒⼀件につき）

⽂政4⺒年10⽉ 竪帳 1

51
主⽂隠居主信跡相続願之通蒙仰候ニ付御所向始
メ諸候⽅へ差出願書之扣（尾張殿、禁裏御所、
芸州伏⾒御屋敷等差出につき）

弘化2⺒年2⽉ 主信（花押） 竪帳 1

52
（刷物、妙喜庵囲座敷等諸家茶室間取図につ
き）

天明7丁未年正⽉吉⽇
京師堀川書
林・⽊村⽒新

⼀紙 1 封筒共

53
御⽬⾒先例書（権現様・台徳院様より惇信院様
御代までの御⽬⾒により、旧例通り御⽬⾒願う

横帳 1

54 都筑⾦丸家系由緒⼤略 竪帳 1

55
主重隠居主⽂名跡相続願相済候上諸公様⽅願書
留書（禁裏御所様、尾張殿、芸州伏⾒御屋敷等
への差出につき）

⽂化13⼦年 竪帳 1

56
（書状、系譜について尾崎⽒の古書類と⾒合わ
せる件、⽩⼭⾦⾊院の鐘の件などにつき）

8⽉4⽇
佐治数⾺・□
網（花押）

井脇兵蔵様・
□□

⼀紙 1

（  47  ） ー3ー



■尾崎坊家⽂書（平成１５年寄託資料）
史料名 年代 差出人 受取人 形態 点数 備考

1 （絵画、菊花⿃図） □□（印） 軸装 1

2 （絵画、武者図、楠⽊正成ヵ）
⼑⽔□之
（印：

軸装 1 表紙裏貼紙あり

3
（書状、年頭祝儀、茶筅の礼、及び当年御茶の
儀につき）

卯⽉⼗六⽇
松陸奥守忠宗
（花押）

尾崎有庵 軸装 1 上巻書付あり

4 （書状、百五⼗⽯知⾏地の件につき） 三⽉七⽇
如庵有楽（花
押）

尾崎様□□ 軸装 1 上巻書付あり

5 （絵画、四君⼦図）
鉄斎単⼈写
（印）

軸装 1
天破損、上巻書付
あり

6
（掛軸、天照皇⼤神宮・⼋幡⼤神・春⽇⼤神神
勅）

軸装 1 破損甚⼤

7 （尋書、永教姉花⽉院殿嫁附由緒につき） 12⽉ ⼀紙 1

8
（由緒書、先祖より⼋代まで将軍家御茶御⽤、
尾州様御出⼊等につき）

⾠8⽉ 尾崎坊有庵 ⼀紙 1

9
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

明治28年7⽉20⽇
尾崎坊定之主
徳（花押）

⼀紙 1

10 -1
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1 10は重巻⼀括

10 -2
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1

10 -3 （書付、尾崎坊有庵⼦⼥書上） ⼀紙 1

11 -1
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1
11は重巻⼀括、端
書あり

11 -2
尾崎坊家系（権⼤僧都法印栄教より歴代につ
き）

⼀紙 1

12
（書付、尾崎坊有庵へ御側より銀⼆枚下し置か
れるつき）

11⽉ ⼀紙 1

13
（由緒書、元祖・先祖将軍家御茶御⽤、尾州様
へ御出⼊等につき）

⼀紙 1

14
（書状、別紙の通り御⼩納⼾頭取渡辺弥⼗郎よ
り申し渡すにつき）

11⽉17⽇ 中島圓弥 尾崎坊有庵様 ⼀紙 1 紐有

15
（書状、⼋尾御壷当年詰順番拝⾒仰せ付けら
れ、6⽇午刻に御内⽞関へ⼊来するよう件につ

5⽉4⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

16
（書状、別儀御茶御⽤、3⽇午刻までに御内⽞関
へ⼊来の事申し⼊れ

閏11⽉2⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 奥書あり

17
（書状、別儀御茶2⽄半御⽤、18⽇午刻御内⽞関
にて詰め上げにつき）

9⽉15⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

18
（書状、別儀御茶御⽤、15⽇⺒刻御内⽞関へ⼊
来し詰め上げの件につき）

6⽉15⽇
渡辺陸奥守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 端裏書あり

19
（書状、別儀御茶御⽤、26⽇午刻御内⽞関へ2⽄
半⽤意持参し詰め上げるよう件につき）

6⽉22⽇
町⼝下総守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

20
（書状、別儀御茶御⽤、8⽇午刻御内⽞関へ⼊来
し詰め上げの件につき）

7⽉3⽇
初川丹波守、
渡辺内豎頭

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

21
（書状、別儀御茶御⽤、25⽇午刻御内⽞関へ⼊
来し詰め上げの件につき）

8⽉22⽇
初川丹波守、
町⼝下総守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

22
（書状、別儀2⽄半御⽤、10⽇午刻詰め上げるよ
う件につき）

7⽉3⽇
渡辺隠岐守、
町⼝⼤判事

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

23
（書状、別儀御茶御⽤、来⽉2⽇午刻御内⽞関へ
⼊来し詰め上げの件につき）

6⽉晦⽇
古⼭隼⼈佑、
渡辺図書権助

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

24
（書状、別儀来13⽇午半刻御茶⽤意詰め上げる
よう件につき）

6⽉9⽇
町⼝越中守、
渡辺隠岐守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

25
（書状、先頃願いの趣御省略、星野宗以⽅にて
詰上げの別儀の御壺を今年より其元へ仰せ付け

4⽉12⽇
⼩佐治阿波
守・光枝（花

尾崎有庵⽼ ⼀紙 1

26
（書状、御⽤の儀、18⽇午刻御内⽞関へ⼊来の
件につき）

5⽉17⽇
町⼝下総守、
渡辺陸奥守

尾崎坊有庵⽼ ⼀紙 1 裏⾯書付あり

番号
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尾崎坊文書目録 

 

■凡例 

番 号：原則史料 1 点ごとに整理番号を付し、綴りや重折がある場合は整理番号の後に 

枝番号を付した。 

史 料 名：表題がある場合はそれを記した。書状など、表題がない場合は（ ）内に内容 

など記した。 

年  代：史料にある場合はそれを記し、内容等から推定したものは、（ ）を付した。 

差 出 人：原則表記どおり記した。 

受 取 人：差出人と同様とした。  

形  態：史料の形態により、縦帳、横帳、一紙と記した。 

点  数：史料の点数を記した。 

備  考：形状や状態、および書付等がある場合は、その一部を「 」を付して記した。 

 

■摘要 

宇治御茶師・尾崎坊家は、江戸時代、宇治郷新町に居住し、将軍家のほか、尾張徳川家

にも出入した御物御茶師の一つであった。明治時代に入り、同家は御茶師を廃業したが、

当館では、同家より平成 15 年に同家文書群の寄託を受けた。 

本文書群は 63 点で、江戸時代から明治時代の文書が含まれる。その中心は、江戸時代の

史料であり、同家の由緒書（目録番号 8、13）や系図（目録番号 10、11）からは、御茶師

としての成り立ちや尾張藩との関係をうかがい知ることができる。また、尾張藩関係の史

料中には、家督相続（目録番号 51、55）や藩主への御目見（目録番号 45、46、50）に係

る願達類が見受けられ、尾張藩と同家の関係を知るうえで興味深い。またその一方で、幕

府へ向けての御目見等七ケ条を願う史料（目録番号 44）からは、江戸時代の宇治の御茶師

達の状況を垣間見られる史料である。 

このように尾崎坊家文書は、残存する史料点数は少ないものの、既存報告書でも紹介し

た上林三入家文書、上林春松家文書、片岡道二家文書、上林味卜家文書などとともに、江

戸時代の宇治御茶師の実態を把握するうえでは、欠かせない史料群である。特に、尾張藩

の御茶御用をめぐる同家と宇治御茶師とのリアルな実態については、上林春松家文書とと

もにその様子をより鮮明に蘇らすことができると考えられる。 

 

 （  49  ） ー1ー



収蔵資料調査報告書 

 

収蔵⽂書調査報告書１ 「⽩川⾦⾊院」と恵⼼院1998年(平成10) 
収蔵⽂書調査報告書２ 笠取地域の古⽂書1999年(平成11) 
収蔵⽂書調査報告書３ 上林三⼊家⽂書2000年(平成12) 
収蔵⽂書調査報告書４ 宇治上神社⽂書2001年(平成13) 
収蔵⽂書調査報告書５ 巨椋池漁師仲間⽂書2002年(平成14) 
収蔵⽂書調査報告書６ 上林春松家⽂書2004年(平成16) 
収蔵⽂書調査報告書７ ⽩川・藤川家⽂書2005年(平成17) 
収蔵資料調査報告書８ 戦争関係資料2006年(平成18) 
収蔵資料調査報告書９ 上林春松家⽂書２ 2007年(平成19) 
収蔵資料調査報告書10 幕末の銅版画2008年(平成20) 
収蔵資料調査報告書11 宇治市の写真資料１ 2009年(平成21) 
収蔵資料調査報告書12 宇治市の写真資料２ 2010年(平成22) 
収蔵資料調査報告書13 宇治市の写真資料３ 2011年(平成23) 
収蔵資料調査報告書14 絵ハガキ１ 2012年(平成24) 
収蔵資料調査報告書15 ⽚岡道⼆家⽂書2013年(平成25) 
収蔵資料調査報告書16 宇治市の写真資料４ 2014年(平成26) 
収蔵資料調査報告書17 京都社寺境内図2015年(平成27) 
収蔵資料調査報告書18 戦争関係資料２ 2016年(平成28) 
収蔵資料調査報告書19 宇治茶の⺠具2017年(平成29) 
収蔵資料調査報告書20 宇治郷の古⽂書2018年(平成30) 
収蔵資料調査報告書21 上林味⼘家⽂書2019年(平成31) 
収蔵資料調査報告書22 宇治茶の引札2020年(令和2年) 

        収蔵資料調査報告書23 尾崎坊家⽂書2021年(令和3年) 
※７までは、『収蔵⽂書調査報告書』として刊⾏した。 
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尾崎坊家文書 

 

２０２１年(令和３年)３月３１日 

 

編集・発行 宇治市歴史資料館 

〒６１１－００２３ 

宇治市折居台１－１ 
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